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心 の 糧
十 二 使 徒 会 補 助

ア ル ビ ン Ｒ．ダ ィ ア ー

現袋集欝 奨鷲 二婁諜悉課 難湾塁纒 麓曇函懇蝉蝿
保つこどに向けられなくてはならない。そのようなバランスについての一節を挙げ

てみよう。 ’

いかに無害に見えようとも，

「理性を弱あ，良心をにぶ くし，神の存在をあいまいにし，霊的な事柄の味わい

を奪い，心を抑えてしまうほど肉欲を増す ものは何であっても，それ は罪 で あ

る。」（スザンナ・ウェスレー，１８世紀の英国宗教改革者 ジョン・ウェスレーの母）

人間存在の意義と目的は，性や欲求よりもはるかに深遠な力により定められてい

る。人間は，神が与えたもうた教えを固 く守 ることにより，神との関係を保つ必要の

あることを感 じる。この感情か ら，人間は単に生物学的に死んでしまう変わりやす

いものではなく，永遠の存在であるという信仰と確信が生まれ るのである。このしっ

か りと極あられた真理こそ暗黒を制する光のバランスをつ くり出すことができる。
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ジョセ ブ ・フ ィー ルデ ィング ・ス

ミス大管長 は， １月 デビ ド ０． マ

ッケイ大管長 の死去 に伴 い，教会の

大管長 と して また主 の予言者 と して

選 ばれ た。長年教会 の業 に仕え，準

備 の後 ，今 日の高 い職 に就かれた。

今月号 の 「新 たに組織 された大管長

会」 の記事で ，新大管長 とハ ロル ド

Ｂ． リー， ナサ ン エル ドン タナ

ー両副管長 を紹介 してい る。
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（左）教会の大管長会第一副管長 に選

ばれたハ ロル ド Ｂ． リー副管長

（中央）教会の予言者および大管長 に

新 しく聖任 された ジ ョセ ブ ・フィ
ールデ ィング ・スミス

１鋸

（右）第二 副管長 に選ば れたナサン ・

エル ドン ・タナー副管長

新たに組織 された大管長会

末 日聖徒 の 愛 す るデ ビ ド ０． マ ッケ イ大 管 長 の死 去 に伴

い ， １９７０年 １月 ２３日，主 の予 言 者 ， 大 管長 が選 ばれ た。

新 大 管長 は９３歳 の ジ ョセ ラ・フ ィール デ ィ ン グ ・ス ミス長 老

で ， 十 二使 徒評 議 員 会会 長 を つ とめ， 新 た に聖 任 され た高 い

召 しを 受 け る にふ さわ しい備 え を して き た方 で あ る。 我 々 は

この 年 老 い た 神 の僕 の前 に立 つ と畏 敬 の念 を感 じる。 驚 くべ

き方法 で ， 主 は彼 を 守 られ た。 ス ミス大 管長 は， 教 会 で長 い

閻 高 い 召 しに あ り， 教 会 幹 部 と して仕 え て き た。 主 の御 業 の

た め に何 万 マイ ル を旅 し， 大 い な る聖 典 の 知識 と福 音 の教 え

を説 き， 多 くの 書物 や記 事 を記 し，特 に， 主 の教 会 に対 して

確 固 と した ，妥 協 の な い ，一 貫 した献 身 を続 け た人 で あ る。

ス ミス 大 管長 は 第 一副 管長 と して， ハ ロル ド Ｂ． リー長

老 ， 第 二 副 管長 と して Ｎ． エ ル ドン タ ナ ー長 老 を選 ん だ。

ハ ロル ド Ｂ。 リー副 管長 は １８９９年 ３月 ２８日 サ ム エ ル

Ｍ ． お よ び ル イ ザ ・ブ リガ ム ・リー の 間 に ア イ ダ ホ州 ク リフ

トンで 生 まれ ， 兄 弟 と共 に農 家 に育 った。

１９２０年 西 部諸 州 伝 道 部 に 召 され る ま で， 彼 は ア イ ダ ホ州 オ

ックス フ ォー ドで校 長 を勤 め た。

１９２３年 フ ァー ン ・ル シ ンダ ・タナ ー と結 婚 し ２人 の娘 を も

うけ た。 １９６２年 妻 は 死去 し， １９６３年 フ レダ ・ジ ョア ン ・ジ ェ

ンセ ン と再 婚。

１９３２年 リー長 老 は ソ ル トレー ク市 理 事 に選 任 され ， 後 に官

職 に つ い た。

一 方
， 教 会 に お いて も忠 実 な働 きを 示 し， １９３０年 パ イ オ ニ

ア ・ス テ ー キ部 長 に召 され た。 リー長 老 の指 導 の も と に， こ

の ス テ ー キ部 は ま さ に開 拓 者 の ス テ ー キ部 で あ った。 福 祉 計

画 を 確 立 し， それ が 全 教 会 の モ デル 計画 とな った の で あ る。

１９３６年 大 管 長 会 は彼 に教 会 福 祉 計画 の専 務就 任 を 要請 した。

こ の職 に在 任 中 ， す な わ ち１９４１年 ４月 ， 十 二 使徒 評 議 員会 に

召 され た。 使 徒 と して 彼 は指 導 性 と力 を 発 揮 し，常 に重責 を

担 って き た。 リー副 管 長 は長 年 若 人 の 信 頼 で き る支 持 者 ， 代

表 者 と して 活 躍 して き た。

大 管 長 会 Ｎ ． エル ドン ・タ ナ ー第 二 副 管長 は， カナ ダ へ移

住 した末 日聖 徒 移 民 団 出 身 で あ る。 彼 の 両 親 す な わ ち ナサ ン

・ウ ィ リア ム お よび サ ラ ・エ ドナ ・ブ ラ ウ ン ・タ ナ ーは
， 幌

馬 車 に乗 って カ ナ ダへ 移住 し， そ れ が新 婚 旅 行 で あ っ た。 母

親 は初 子 を 生 む た め しば しの 間 ソル トレ ー ク に帰 り， １８９８年

５月 ９日 に生 まれ たの が ナサ ン ・エ ル ドンで あ っ た。

彼 は農 場 に育 ち，牛 にひ か せ て畑 を耕 した りな ど した。 タ

ナ ー長 老 は神 の造 りた も う物 を 愛 し， 特 に人 を愛 す る こ とを

学 んだ の で あ っ た。 学 校教 育 の機 会 に は恵 まれ な か っ た。

１９１９年 １２月 ２０日， サ ラ ・イ サ ベ ル ・メ リル と結 婚 し， 現 在

五 人 の娘 が い る。

タ ナ ー長 老 は１９６０年 １０月 の総 大会 で十 二使 徒 評 議 員 会 補 助

５９



に聖任 され，その後西 ヨーロッパ伝道部を管理するよう召さ

れた。１９６２年１０月の総大会で十二使徒評議員として支持され

翌年の１０月デビ ド Ｏ，マツ．ケイ大管長の第二副管長に選ば

れた。

人生の指標として，タナー副管長はこう述べている。 「主

により召され，主が祈 りに答えたまい，主が生命と救いの計

画を与えたもうたことを知ること程，世の中に大いなるもの

はない」

ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミス大 管 長 は ７月 １９日で

９４歳 ｝とな る。 故 デ ビ ド ０． マ ッケ イ大 管 長 が使 徒 に 召 さ れ

て ４年 後 の １９１０年 ４月 ７ 日，使 徒 に聖 任 さ れ， 十 二使 徒 評 議

員 とな っ た。 使 徒 と して の在 任 期 間 は この 神権 時 代 最長 ， 十

二 使 徒 評 議 員 会 会 長 と して は一 番 の高 齢 で あ る。 ま た 十 二使

徒 評 議 員 会 会 長 と副 管 長 兼 任 は彼 が初 め て で あ った。

ジ ョセ フ ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミス大 管 長 は １８７６年 ， ソ

ル トレ ー ク市 の 開拓 者 の 家 に生 ま れ た。 聖 徒 た ち が谷 に到 着

して２９年 後 ， ブ リガ ム ・ヤ ン グが大 管長 の 時 で あ る。 そ れ は

苦 しい試 練 の 時 代 で あ った。 テ ィ ラー ス ビル の農 場 で 兄 弟 と

共 に農 業 を 手 伝 い ， ジ ョーダ ン川 の近 くで牛 の 番 を しな が ら

彼 は貧 困 の な か か らや り くりの 仕方 や 忍耐 を 学 び ，勤 勉 と倹

約 を 身 につ け， 学 問 につ とあ た 。 この 時 代 を 回顧 して 彼 の 父

は この よ う に語 った 。 「… …わ た し， い や ， み ん な が 働 い て

い た。 力 の 限 り心 と体 を 一 つ に して み ん な で 頑 張 らな くて は

な らなか っ た。 そ の よ う にみ じあ な状 態 で も うす ぐク リス マ

ス を迎 え る と い う あ る 日， わ た しは言 い よ うの ない 気 持 を 胸

に， 古 び た家 を 出 た。 子 供 た ち に何 か を して や りたか っ た。

ク リス マ ス の 日 だ け は い つ もと変 っ た こと を して 子 供 た ちを

喜 ばせ てや りた か っ たｂ しか し， 使 え る お金 は １セ ン トも手

元 に な か っ た。 繁 華 街 の ウ ィン ドーを なが め， ア ミュゼ ン宝

石 店 や 町 の店 を一 軒 一 軒 のぞ いて 歩 い たが ， わ た しは と う と

う椅 子 に腰 を お ろ し， 人 目を しの ん で子 供 の よ うに泣 い た。

や が て痛 む心 も涙 に洗 わ れ， 出 て きた時 と同 じに手 ぶ らで家

に帰 った。 … …」

しか し， 逆 境 は善 人 を強 く し， 強 き者 を偉 大 にす る。 そ の

うえ ス ミス 家 に は伝 統 と高潔 ，信 仰 ， 献 身 とい う 富 が あ っ

た 。 そ れ は ス ミス 家 に受 け継 が れ て きた遣 産 で あ った。 ス ミ

ス 大 管 長 の 父 ジ ョセ ブ Ｆ． ス ミス は ， カ ーセ ー ジの牢 獄 で

弟 の予 言 者 ジ ョセ フ と共 に殉教 した ハ イ ラ ム ・ス ミス の 息子

で あ る。 ジ ョセ フ Ｆ． ス ミス大 管 長 は ８歳 の 時 に ミシ シ ッ

ピ川 の西 岸 ， モ ン トロー ズか ら ミズ ー リ川 まで ， 幌 馬 車 を ひ

いて 旅 を した。 そ の ２年 後 彼 が ９歳 の時 ， 家 族 は 幌 馬 車 で

１６００キ ロの平 原 や 山 を越 え， ソル トレ ー ク盆 地 に着 いた 。母

親 が な くな っ た の は １８５２年 ， 彼 が １β歳 の時 で あ った 。 彼 は１５

６０

家庭で写真の注文 に応ずる ジ ョセ ブ ・フィールデ ィング ・ス ミ

ス大管長と妻 ジェシー ・エバ ンズ ・ス ミス姉妹

歳 で ハ ワイ へ 伝 道 に召 され ， 再 び ハ ワイ で ， また そ の後 英 国

で 二 度 ， 伝 道 を し， ヨー ロ ッパ 伝 道 部 長 と して 働 い た の ち ，

大 管 長 会 に召 され た。 大 管 長 に な っ た の は１９０１年 で あ る。 ジ

ョセ ブ Ｆ． ス ミス大 管 長 につ いて は， 「立 派 な 父 親 ， 偉 大

な る義 の説 教 者 で あ り， 真 実 の人 と して ， 我 々の 最 も気 高 い

理 想 を具 現 した。 そ の信 念 は， 敵 味 方 と もに打 ち破 り得 な い

真 理 へ の献 身 と忠 実 に裏 付 け られ て い た」 と書 か れ た。

この気 高 く偉 大 な父 親 と， 同 様 にす ば ら しい霊 的 な母 親 ジ

ュ リア ・ラム ソ ン ・ス ミス の も とで， ジ ョセ ブ ・フ ィール デ

ィ ン グは主 や教 会 に対 す る信 仰 と愛 を は ぐ くんで い っ た。 福

音 の原 則 ， す べ て の善 き もの， 真 実 な こ とは幼 い頃 か ら心 に

固 く植 え られ， 年 月 と共 に強 くな っ て い っ た。

ジ ョセ ブ ・フ ィ ール デ ィ ン グ ・ス ミス の教 会 に対 す る奉 仕

は不 朽 で あ る。 これ ま で の生 涯 を通 じて， 教 会 は彼 の生 活 そ

の もの で あ った。 宣 教 師 ， 教 会 歴 史 記 録 者 ， 書 記 ， 理 事 ， 系

図 協 会会 長 と して ， ま た 中央 管理 会 会 員 ， 神 殿 長 ， 作 家 ， 編

集 者 ，教 育 者 ， 実 業 家 ， 十 二使 徒 評 議 員 ， 十 二使 徒 評 議 会 会

長 ， 副 管 長 と して ，主 の み わ ざ進 展 の た め に休 み な く献 身 し

て き た。

ス ミス大 管 長 の生涯 は， 馬 車 の時 代 か らジ ェ ッ ト機 の時 代

に わ た って い る。 これ まで に一 般 大 会 で の話 は １００を越 え ，

ほ ぼ ５千 の ス テ ー キ部 大 会 に出 席 した。 セ ン ト ・ジ ョー ジ，

ソル トレー ク， ハ ワ イ， アル バ ー タ， ア リゾ ナ， アイ ダ ホ ・

フ ォー ル ズ， ロス ア ンゼル ス， ロン ドン， オ ー ク ラ ン ド等 ９

つ の 神殿 の献 堂 式 に臨 席 し， 何 十 と い う伝 道 部 を訪 問 した 。

ま もな く９４歳 を迎 え よ う と して い る ス ミス大 管 長 は，妻 の

ジ ェ シー ・エ バ ンズ ・ス ミス姉 妹 と共 に簡 素 な アパ ー トに住



記者会見で新 しい召 しについて語 る リー副管長， スミス大管長

タナー副管長

み ， 教 会 本 部 の建物 まで徒 歩 で 通 っ てい る。 数 多 くの会 合 ，

約 束 ， 会 見 ， 事務 な どの 合 間 に は， 聖 典 を勉 強 した り， タ イ

プ ラ・イタ ー に向 か った り，教 義 の質 問 に答 え て い る姿 が よ く

見 られ る。

全 教 会 員 が ，身 近 に彼 を 知 る こ とが で きた な ら と思 う。 多

くの 人 々 に厳 し くが ん 固 だ と見 られ て い るが， 真 理 と正義 に

か け て は ま さ し くそ うで あ る。 彼 に お い て は， 神 の御 言 葉 に

一 片 の 妥 協 もな い
。 真 理 は真 理 で あ り， 神 の い ま しめ に は斜

酌 も遠 慮 もで きな い。 父 親 に つ い て言 わ れ た言 葉 は そ の ま ま

・彼 に言 わ れ るで あ ろ う。 「そ の信 念 は， 敵 味 方 と もに打 ち破

り得 な い真 理 へ の献 身 と忠 実 に裏 付 け られて い る」。 ス ミス

：大 管 長 は ，主 の御 言 葉 や， 主 が予 言 者 に よ っ て語 り啓 示 した

も う こ とは， 人 の都 合 や人 の気 持 に よ っ て少 しで も変 え た り

修 正 した りで きな い と信 じて い る。 回復 され た福 音 のす べ て

の 原 則 を， 妥 協 も懸 念 もた め らい もな く， 文 字 通 り完 全 に受

け 入 れ て い るの で あ る。 ヨ シユ ア も 「… … た だ し， わ た しと

・わ た しの家 とは共 に主 に仕 え ます 」 （ヨ シユ ア２４：１５） と断

固 と して 叫 ん だ。

しか し ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミス大 管 長 に は，

あ ま り知 られ て い な い一 面 が あ る。 それ を知 らな く して ， 真

実 の彼 を知 る こ とは で きな い。 そ の一 つ の例 を 見 て み よ う。

彼 は愛 深 く暖 か い夫 ， 父 親 ， 祖 父 で あ る。 ５人 の息 子 は み

な 伝 道 に 出， 子 供 た ち はみ な神 殿 結 婚 を した 。 最 近 大 管 長 は

、子 供 た ち に つ い て こ う語 っ た。

「私 に は １１人 の子 供 が い るが ， こ の現 在 まで み ん なが 信仰 厚

い 教 会 員 と して 活 発 に教 会 に集 って い る。教 え られ た よ う に

…
。 彼 らは従 順 な乎 供 だ っ た。 彼 らは永 遠 に私 と共 に あ り，

私 の王 国 の礎 と な ろ う」。

彼 の子 孫 は １１人 の子 供 の ほ か に， ２９人 ず つ男 女 あ わせ て５８

人 の孫 ，２１人 ず つ男 女 あ わせ て４２人 の曾 孫 ， あ わせ て １１１人

で あ る。 そ の うち１３人 の孫 は伝 道 を終 え， す で に結 婚 して い

る２０人 の孫 は み な神 殿 で の結 婚 を し た。 家 族 を よ く知 っ て い

る リチ ャー ド Ｌ． エ バ ン ズ長 老 は， 「この家 族 の信 仰 と献

身 ， 市 民 と して の正 し く正 直 な生 活 態 度 は， 幼 い頃 か ら信 仰

厚 い両 親 に教 え られ 訓 練 され て き た た ま も ので あ る」 と書 い

て い る。

ス ミス大 管 長 の誕 生 日 に近 い土 曜 日を 家 族 の ため の 日 とす

る こ と は恒 例 と な って い る。 こ の 日 に全 家 族 は ソル トレ ー ク

市 の公 園 に集 ま り， ゲ ー ムや 話 や 歌 に興 じ， 夕 食 を 共 に す

る。

その 日 の最 大 行 事 は 「ス ミスお じい さん 」 の 話 と， ひ と り

ひ と り に贈 られ る プ レゼ ン トで あ る。 自 分 の誕 生 日 に子 供 や

孫 た ち全 員 に プ レゼ ン トす る こ とで ， １１１の誕 生 日を覚 え る

と い う難 問 題 が解 決 され るわ けで あ る。

教 会 の 責任 を 遂行 す るス ミス大 管長 の か た わ らに は， ほ と

ん どい つ も愛 す る伴 侶 ジ ェ シー夫 人 の姿 が見 え る。 夫 人 は輝

か しい オ ペ ラ歌 手 の座 を ，彼 女 自身 の言 葉 で言 え ば， ジ ョセ

ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス の妻 とい う 「もっ と大 切 な生

涯 の仕 事」 の た め に ， な げ う った。 ウ ィ ッ トに富 ん だ快 活 で

明 るい性 格 と， 人 を ほ ほ え み に誘 う彼 女 の笑 顔 は， 緊 張 と重

荷 を和 げ る清 涼 剤 で あ る。 時 た ま大 管 長 の話 の あ い ま に， 乞

わ れ て歌 う こ と もあ る。 夫 人 は タバ ナ クル 聖 歌 隊 の ソ リス ト

で あ る。 ス ミス大 管 長 も歌 が 上手 で， 夫 妻 共 に ピア ノ の前 に

腰 か け な が らデ ュエ ッ トを歌 って い る姿 は， 心 な ごむ 風 景 で

あ る。

ス ミス大 管 長 が数 多 くの著 書 を持 つ こと は全 教 会 員 の知 る

と ころ で あ る。 しか し， ４編 の讃 美 歌 を作 詞 した こ と は あ ま

り知 られ て い な い。

ジ ョー ジ Ｄ． パ イパ ー作 曲 に よ る 「ＤｏｅｓｔｈｅＪｏｕｒｎｅｙ

Ｓ㏄ ｍ ＬｏｎｇＰ」 は 最近 タバ ナ クル聖 歌 隊 に よ り 放 送 され た。

ま た， ア レ クサ ン ダ ー ・シ ュラ イ ナ ー 作 曲 の 「Ｗ ｅ ａｒｅ 、

Ｗ ａｔｃｈｍａｎ ｏｎ ｔｈｅ Ｔｏｗｅｒ ｏｆ Ｚｉｏｎ」 は ， １９６３年 オ ー ク テ

ン ド神 殿 の定 礎 式 で ス ミス姉 妹 を ソ リス トと し， タバ ナ クル

聖 歌 隊 に よ り歌 われ た。

夫 妻 の生 活 は愛 と尊 敬 と調 和 に満 ちて い る。 ジ ェ シ ー夫人 ．

は， 最 近 夫 につ いて 語 っ た。 「世 界 一 親切 で 思 い や りの深 い

人 です 。 私 を怒 っ た り， 冷 たい 言 葉 を 口に した り とい う こ と 、

は一 度 もあ りませ ん 」。 そ の言 葉 に つ い て ス ミス大 管長 は ，

「妻 は私 を 怒 らせ る よ う な こ とを した こ とが あ り ませ ん」 と

答 えて い る。

ス ミス大 管 長 はす ば ら しい ユ ー モ アの セ ンス の持 ち主 で あ
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る。それは彼を知る人がすべて認めるところである。彼の家

の台所の壁にかかっている飾 り板に， このような言葉が書い

てある。

「家での夫の発言は，仕事での発言にあらず」

「わが家の主婦は立派なマネージャーです」と保証する大

管長に答えて，夫人は言っている。 「はい，けれどマネージ

ャーは自分の場を心得ています。去年の夏，秘書の方がお休

みのため，手伝いで主人の事務所に行きましたら，私の肩を

だたいて 『かあさん，これだけは忘れないで下さいよ。ここ

では家の中のことを話してはいけません』と言われました」

と。

ス ミス大管長は非常なスポーツ愛好家である。若い時には

時間があるといつでも野球などのスポーツに興 じ，近 くのき

たない川で泳 ぎを覚えた。チームのレギュラーとしてハンド

ボールをやり，特に球技は何でも得意であった。子供や孫の

何人かは立派な運動選手である。

ス ミス大管長 と故デビド ０，マッケイ大管長の友情は，

心暖 まるものである。

マッケイ大管長が入院する二，三年前，副管長 と彼が儀式

を施すために呼ばれた。その知 らせがスミス大管長に届いた

のは，アイダホ州ルイス トンのステーキ部大会の席上であっ

た。彼は午前の大会が終るとす ぐに出発 し，車を夜通 し走 ら

せて，午前 ３時に到着 した。共に主に仕える旧友 として，二

入は互いに名前を呼び，いだきあった。

首尾一貫性はスミス大管長にめだつ徳である。 これまでの

人生を通 じて，彼の信ずるところと，その教えには矛盾がな

い。スミス大管長について書かれた３４年前のこの言葉は，イ

ンクの跡がまだ乾かぬかのように今もふさわしい。 「今まで

に最 も印象深い教えと言えば， 『義は国を高めるが，罪は人

の恥辱である』という教えである。ジョセブ ・フィールディ

ングは，人に嘆き，不安をもたらす破戒や不正 と戦 う戦士であ

り，人間を愛 し，自ら説 く原則が救いの力を持つという気高

い信仰を持６ている。彼の努力の底には，人類に尽 したいと

いう深い望みがある。彼を知る人は，一瞬たりといえども，

彼の述べる言葉にこめ られた正直な思いと知恵を疑い得ない

であろう。堕落が人々の間に広 まれば，その社会，教会，組

織の永続はほとんど望めない。 これは，彼の説教 の根本であ

る。

ジョセブ ・フィールディング・ス ミスには，健全な生活 に

欠 くことのできない，正直，慈愛，神をおそれ，神に頼る心，

強健な知力，頑健な体，確固たる信念，終始ゆるがぬ目的，

健全な精神，いさぎよく気高い行ないなどが，自然 と調和 し

て備わり，高潔な人格を示 している。彼 は偉大な使徒の職に

ふさわしい資質を豊かに恵まれた人である」。
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語 り合 う ， ス ミ ス大 管 長 （左 ）， タナ ー 副 管 長 ， リー 副 管 長

１９６６年，前大管長会のマッケイ大管長， ヒュー Ｂ．ブラ

ウン，Ｎ．エル ドン ・タナー副管長はジョセブ ・フィールデ

ィング ・ス ミス大管長について，大小にかかわらず彼の果た

す仕事は，その働 きを見るすべての人の信頼を得る，と語っ

た。彼は自分の楽 しみよりは主のみわざのために，喜んで海

や陸を旅行 した。時代は馬車からジェット機に移ったが，彼

はそのどちらも好んだ。教会や教義の知識において，彼に勝

る人は少ないであろう。彼は並ぶ者の少ないすぐれた学者で

あり，その著作物は世界中の人々の信仰を強めている。

教会指導者としてのつとめに対する忠実さは，一歩 も妥協

を許さない．彼はあらゆる努力を傾けて教会員を 守 って き

た。彼ほどに大管長に忠実であった人は，おそらくいないで

あろう。

彼に従って働いた人々はみな，彼の親切 と思いやりをあげ

ている。ス ミス大管長は指導者 として， 自分がいやな仕事は

人に頼んだことがないと言えるであろう。

実行力をもって，教会の標準を守るよう警告する思いやり

深い勇気の人， しか し誤りを犯 して真に悔い改めた者を心か

ら許す人，ス ミス大管長の中には，敬神の心から生 じる平安

「みたま」の証から来る確信， 自己訓練のたまものとしての

義務に対する忠誠がある。

彼の祈 りを聞いた人は， 「誠実に，忠実に」 という言葉を

よく耳にしたことであろう。 これは彼の生涯を集約する言葉

である。

ス ミス大管長は，実に地上における主の王国の指導者にふ

さわしい人格を備えた人である。世界中の教会員は彼を神の

予言者として歓迎 し，支持するものである。



ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミ ス 大 管 長 の 略 歴

１８７６年 ７月 １９日 ソル トレー ク市 に生 ま る

１８９８年 ソル トレ ー ク ・ス テ ー キ部 Ｍ ＩＡ 管 理 会 員 に任 命

さ る

１８９８年 ル ィ ーズ Ｅ． シ ャー トリフ と結 婚 （夫人 は １９０８

年 ４月 逝 去 ）

１８９９～ １９０１年 英 国 諸 島 で伝 道

１９０１～ １９１０年 ソル トレー ク ・ス テ ー キ部 パ ー トタ イ ム宣

教 師 と して伝 道

１９０３年 「トプ ス フ ィー ル ドの エ ぜル ・ス ミス， 及 び ス ミ

ス家 の こ と」 出版

１９０３～ １９１９年 ＹＭ Ｍ ＩＡ 中 央 管 理 会 会 員 と して働 く

１９０３年

１９０４年

１９０６年

１９０７年

１９０７年

１９０８年

１９０９年

１９１０年

１９１０年

１９１２年

１９１２年

１９１５年

１９１７年

１９２１年

１９２２年

１９２４年

１９２７年

１９３１年

１９３４年

再組織末日聖徒イエス ・キリス ト教会の リチャー

ド Ｃ．エバンズと共に 「血の膿いと多妻結婚の

起源」を出版

ソル トレーク ・ステーキ部高等評議員 となる

教会歴史記録者の補助に任命 さる

「再組織末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の起源と

継承権の問題」を出版

ユタ系図協会の書記，理事に指名さる

エセル Ｇ， レイノルズと結婚

（夫人は１９３７年１１月に逝去）

ユタ系図協会の図書館長及び会計に指名さる

使徒に聖任 され，十二使徒評議員会に入 る

「ユタ系図，歴史マガジン」初代副編集長，営業

部長となる

ブ リガム ・ヤング大学理事に任命 さる

「万人の救い」を出版

ソル トレーク神殿管理会長会副会長となる’

教会教育管理会会員となる

教会歴史記録者となる

「教会歴史粋」を出版

「予言者エライジャとその使命
」を出版

「死者の救い，系図，神殿の儀式に関して」を出

版

「完成への道」を出版

系図協会会長に指名さる

１９３６年

１９３８年

１９３８年

１９３８年

１９３９年

１９４２年

１９４２年

１９４４年

１９４５～ １９４９年

１９５１年

１９５１年

１９５３年

１９５４年

１９５４年

１９５５年

１９５５年

１９５６年

１９５７年

１９５８年

１９５９年

１９６０年

１９６０年

１９６０年

１９６３年

１９６５年

１９６６年

１９６６年

１９７０年

「人類の進歩」を出版

「ジョセブ Ｆ．ス ミスの生涯」を出版

「予言者 ジョセフ ・ス ミスの教え」を出版

ジェシー ・エラ ・エバンズと４月に結婚

ヨーロッパの伝道部を訪れ，英国諸島を除 くヨー

ロッパ全土か らのアメリカ人宣教師引き揚げを指

揮する

「回復 された福音の原則」 （ド・イツ語）を出版

「時のしるし」を出版

’「万物
の回復」を出版

ソル トレーク神殿長 となる

６月 ４日，ブリガム ・ヤング大学より名誉文学博

士号を受ける

４月，十二使徒評議員会会長となる

「教会歴史と近代の啓示」 （全二巻）を出版

「人，その起源と行末」を出版

「救いの教義」 （第一巻）を出版

「救いの教義」 （第二巻）を出版

日本伝道部を訪れ，韓国，沖縄，フィリピンを伝

道の地 として奉献 し， 日本伝道部を北部極東伝道

部 とし，新たに南部極東伝道部をもうけた

「救いの教義」 （第三巻）を出版

「福音の質疑応答」 （第一巻）を出版

「福音の質疑応答」 （第二巻）を出版

ニュージーラン ド，オース トラリアのステーキ部

伝道部訪問

ユタ州国家警備隊名誉代将に任命さる

「福音の質疑応答」 （第三巻）を出版 ｉ㌧

南 アフリカの伝道部訪問

「福音の質疑応答」 （第四巻）を出版

１０月２９日，大管長会副管長に指名さる

「福音の質疑応答」 （第五巻）を出版

ブリガム ・ヤング大学図書館に収集されたアメリ

カにおける教会歴史の資料コレクションに名前を

付される

教会第十代大管長 となる

６３



、

キ リ ス トの 愛

ジ ョ ン Ｗ 。 ベ ニ オ ン

日聖徒の特徴 として，他と最も区別されるべきものは
末

隣人愛です。・ｆエスは神と人とを愛することは最 も大

きな戒めであると教えられ，また使徒パウロは愛に代ること

のできるものはないと強調 しています。

キリス トの愛という意味は，什分の一，知恵の言葉，断食

などのような具体的な原則ほどはっきりしていません。愛を

定義することがむずか しいということには，愛にはいろいろ

な種類があることにも原因があります。たとえば，キリス ト

の愛は男女が恋をする時の力強 く感情的で物理的な引き付け

る力といったものではありません。これはだれ しもが認める

ところです。

しか し，一般に人々はキリス トの愛を友情や家族の愛と似

たものだと考える傾向があります。私たちは日常の経験，価

値観，特別な愛着か ら家族や友人に積極的な感情や暖か く親

しい感情を持っています。仮に，キリス トの愛を持つことが

家族や友人に持つと同じ感情をすべての人に対 して持つこと

だと考えるとしたら，・この原則はほとんどの人にとって手の

届かない理想になると思われます。では，どのようにすれば

愛する人と同じように敵を愛することができるの で し ょ う

か。どうすれば，私たちに無関心な人や敵意を示す人に暖か

く親 しい感情を持つことができるので しょうか。

キリス トの愛は，友情や家族の愛と同じものではありませ

ん。感情に基づ くのでなく，意志に基づく行動なのです。私

たちは感情よりも意志の方をよりよく支配できます。私たち

を嫌ったり，悪意を示す人に暖かい感情や積極的な感情を持

つことはできないかも知れませんが，そういう人に好意を示

す ことはできます。好意を持つとは， 自分の感情に関係なく

他人に対して心からの関心を行動に表わすという意味です。

すべての人は神の霊の子供であって，道徳的，霊的，知的に

非常な成長の可能性を持っているということを信 じてこそ，

この好意を示すことができます。ですか ら，人は現在の状態
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だけでなく将来に可能性を秘めているということからも，は

かり知れない価値があると言えます。

末日聖徒は，たとえある人々がごく普通のこととして行な

っていることに落胆を覚えたとしても，すべての人の価値 と

尊厳を心か ら尊ぶべきです。福音を受け入れた時に，私たち

は神のすべての子供が自分の可能性を知ることができるよう

に全力を尽 して援助すると約束 しま した。この約束が全人類

に対する好意の根拠になっています。ある人に暖か く親 しい

感情を持っていな くとも，関心を示したり良かれと思 ってす

ることは，意志を支配することだと私は思っています。 けれ

ども，悪意に満ちた人，好感を持てない人に出会うと，時と

して私たちの感情は消極的になります。大切なことは，たと

え好きでない人であっても，友人や自然と心ひかれるような

人に対すると同 じようにキリス トの愛や好意を示すことがで

きる，あるいは示すべきであるとい うことです。

この点について具体的に考えてみましょう。それは賢母 と

子供たちの関係です。母親は子供達の幸福に非常な関心を持

っているものです。母親はいつ も子供に一番良いと信じるこ

とをします。子供に対する母親の感情は通常非常に暖か く積

極的なものです。けれども一番良い母親は時々子供を叱りま

す。感情は決 して一定 しているものでな く，時として子供を

やっかいものに思 うことがあります。子供にようて，最も愛

の深い母親にさえ時々見 られる消極的な感情が刺激されるこ

ともあります。良い母親は子供に怒 りをおぼえたり，不満 に

思って も，子供に必要なことを してやります。母親の行動は

子供に対 してどのように感 じていようと常に子供 の幸福を思

う責任感に基づいているのです。おなかが空いたら，食物を

与え，危険な目に合っていたら，助けに行きます。

もう一つの例は優秀な医師，弁護士または教師と，患者，

依頼人，または生徒の関係です。私たちが医師の所へ行 く時，

医者が自分を好きか嫌いかなどと考えないで治療を受けに行



きます。その医者に魅力のあるな しにかかわ らず，専門家と

しての意見を・求めます。同様に，教師に子弟を預ける時，たと

えその教師にえこひいきがあって も子供の教育 に深い関心を

示すこととその要求 に答えて くれることを期待 します。 これ

は優秀な職業人に必要 とされる特質の一つです。 こういう人

は職業上の要求 と自分の感情を別個に考え， 自分の感情を考

えずに相手に最大の関心を示す行動をとります。私 たちの影

響下にある人々に同じような好意を分け隔てな く示すならば

それはとりもなおさずキリス トの愛を深めてゆ くことです。

好意を示す結果，私たちに，そして相手にもたらされるも

のは，より大きな暖かい感情と積極的な感情です。無関心な

人，敵意のある人，悪意に満ちた人に対 して好意を示す と，

その結果，そういった人が態度を変え，好意的にな り始める

ことがあります。このような結果がもたらされれば，それは

すば らしい ことですが，必ず しもこのような結果が得 られる

わけではなく，む しろ報いを求めずに好意を示すべきである

ことを忘れてはなりません。友情は相互的なものですが，好

意はそうではありません。たとえ相手がうとんじて も，私た

ちは好意を示す時に快い ものを感 じることがあります。キリ

ス トの愛は私夜ちの感情にも，私たちの愛を受ける人の感情

にも関係ありません。それは意志に基 く行動であって，感情

に基 く反応ではないのです。パウロはローマ人に対 し，偏見

をやめ，謙遜な人 と交際せよと話 して，キリス トの愛の精神

を表わ しています。また，すべての人が尊敬を受けられるよ

うに力を尽せと言われま した。

キ リス トの愛の原則を日常生活に取 り入れようとする時，

注意 しなければならない落し穴があります。一つは，抽象的

な好意を示 しがちになることです。 これでは期待 しているよ

うな効果はあが りません し，実際はそうでないのに原則に従

った生活を しているという錯覚に陥ります。たとえ人に対し

て好意を持っていて も，家族，学校，教会で接する個人に好

意を表わさなければ，大 して意味がありません。口先では教

育の重要性を述べても，学校を良 くするために何の手だても

講 じない人がいます。また，国を愛 していると言いながら，

国の問題や選挙の候補者に関心を示 さなかったり，投票 しな

いで国民の義務を果たさない人 もいます。

私たちの中にも教会を愛 していると言いながら，具体的に

は兄弟姉妹たちと，時間や力や才能を分ち合わない人がいま

す。抽象的には好意を持っていても具体的にそれを表わさな

いことは悪魔の誘惑であり， 自分を欺 くことです。

キリス トの愛を表わす上でもう一つ大きな障害となってい

るのは，好意を示す時に選 り好みをしやすいことです。 これ

には，宗教，人種，市民権，社会階級，教育程度等の要因が

あります。そのような場合の好意は，人間が生来持っている

価値を認めていないことを示 しています。 もし好意を示す対

象が，何か共通のものを持っている人だけに限 られていると

したら，それはキリス トの愛ではありません。私たちは自分

と共通点の多い人４には自然と心ひかれ るものです。 これは

だれ しもに言えることで，決 して悪いことではありません。

ただ，これをキリス トの愛と間違えてはなりません。

キリス トの愛は大きなチャレンジであ り，一生を通 じての

課題です。私達はそれが必要だか らという理由で好意を示す

ことを目標としています。 この目標はきっと日の栄に住むた

めの前提条件となることで しょう。好意が何であゐ か 奇 知

り，それを示すのはまず家庭や教会か ら始めますが，最終的

には，見知 らぬ人，気にくわない人，曲った心の持ち主と会

った時の私たちの行動が問題です。神が全人類の父であり，

全人類は兄弟であることを確信 していることが，この問題を

解決する上で大きな助けになるに違いありません。
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態 度 と 才 能

ジ ョ ー ジ ア ル バ ー ト ス ミ ス Ｊｒ．＊
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類似点を見出すことができるだろうか。

これは非常に興味をそそる問題であるが，短時間で容易に

話し合いのつ く問題ではない。確かに，職業上有能な指導者

を集めるという目的を，イエスが成 し遂げようとなさった目

的とまった く同一であるとみなすことはできない。 しかしな

がら，い くつかの類似点をあげることができる。

いずれの場合においても，指導者はまず何を成 し遂げたい

と思っているのか，はっきりした自覚を持たなければならな

い。また自分自身，真の指導性を身につけていると同時に，

他の人々の中にもそれを見出せる人でなければならない。指

導者は完全を期待 してはいけない。だからといってごく平凡

な事柄に満足し，あるいは忠実を怠 るようであってはならな

い。指導者は， 自ら進んで学び，働 き，時には非常な強敵に

さえ向っていく力を期待すべきである。

これは，職業指導者 （あるいは主）が個人的に導 きを与え

てくれる間，選ばれた人々は励まされうながされて，おしま

ず企業の大 目的に力をそそ ぐ一方，その理由がなんであれ最

終的に指導者としての責任が彼 らの肩にかかってきたとき，

その主要な仕事は彼 ら自身でやらなければならないという意

味でもある。

彼 らはこうして積極的に企業の目的の申で， 自分 自身の信

仰を立証す るのである。 こうなると，普通選択を誤ったり，

仕事の面で誤 りが生 じて も，それは致命的なものとはならな

い。 このようなことが起 こったなら，何 らかの手段を講 じて

変える必要があろう。新たな展望は経験と責任か ら生まれ，

新たな力は新 たに生 じた要求から得 られるのである。

堅固な心

ビジネスの世界では，指導者は自分のまわりに，必要とさ

れるさまざまな特殊技術を備えた人々を集めようとする。彼

らは主要な指導者の もとで，あるいは同僚と共に喜んで働 く

ことのできる人でなければならない。 ζうなると技術だけで

なく態度 も問題になって くる。イエスがご自身の教会を組織

するために，熟練 した説教者，訓練を受けた教師，す’ぐれた

＊ 教 会 の 第 ８代 大 管 長 ジ ョー ジ アル バ ー ト ス ミス の子 息 ジ
ョー

ジ アル バ ー ト ス ミス Ｊｒ は， ハー バ ー ド大 学 「商 業経 営 」部

門 の 教 授 を つ とめ た。 １９６９年 １０月 １２日死 去。
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組織者，勉学に没頭 した学生等を選ばれだかどうか議論す る

余地はない。それでは，イエスはそれぞれの仕事を自ら進ん

で学ぼうとするその態度に最 も深い関心を寄せておられたの

だろうか。おそらくそうであったろう。 しかし学業を修める

ことが，選ばれたごくわずかな人々に限られていたその時代

にあって，イエスは人４の持っている才能をもご存知であっ

た。主はご自身の教会を設立するために，確かに天賦の才，

勇気，体力を備えた人々をも召されたに違いないのである。

主は，各時代にあって，実際にその時代の価値を知っている

人々を召されるのであり， これまでもそのように召されてき

たのである。

イエスは実業家以上に， ご自分の組織の長い将来にわたる

目標をご存知であったし， また最後の時に，その組織を続か

せようと人々がいかに力を尽 し，最後の努力をして ２千年と

いうギャップをうめあわせ るかをご存知であった。時の絶頂

にご自身の目標を達成するたあ，すなわち福音を広め，ご自

身の教会を設立す るために一 イエスはこの仕事をなすに必

要な堅固な心を持 った人々を選ばれたのであろうか。ともに

見てみよう。

漁師，農夫，羊飼い

ある意味で，イエスは進行中の宗教運動，すなわちユダヤ

教の中で御業をなされたとも言えるだろうし，また別の意味

ではユダヤ教に取って代わるとまではいかないにして も，そ

れを復興させ，改善 しようとなさっていたと言えるだろう。

なぜなら目標，価値，方法，目的などが入 り乱れていたか ら

である。

イエスの時代に，またそれ以前の幾世代かの間に，ユダヤ

人は属国民になっていたのである。彼 らの間には聖職者階級

ができ，彼 らだけの予言者，さらには王まで も存在 した。 し

かし， これ らはすべて非ユダヤ教徒の王の支配下に置かれた

のである。読者の方々は，彼 らが束縛か ら自由になるために

長い間救い主あるいは購い主 （いろいろな名で呼ばれる）を

待ち望んでいたことを思い出すであろう。

このような背景か ら，人々はイエスご自身 も聖職者階級あ

るいは支配者階級の家族の出ではなかったかと考えがちなの

である。たとえそうでないにしても，弟子にそういった階級

の人々を選ばれたのではないだろうかと人々は想像する。 し

か しそうではなかった。 ヨセブと同 じようにイエスは大工で

あったし，弟子として漁師，農夫，羊飼い，下級の役人，誠

実な職人等を選ばれたのである。彼 らは恐 らく共通 して聖典

に通 じ，いわゆる上層階級の人々の伝統，望み，問題などを

知っていたのであろう。彼 らは人間のさまざまな気質を代表

した人々のようである。

確かに彼 らは，イエス ・キリス トの中に人間として異質な

ものを認めた。それゆえ， 自らすすんで日常の仕事を捨て，

あるいは最少限にとどめようとしたのである。たとえどこで

あっても彼 らはイエスにつき従い， じかに接することができ



た。彼 らはイエスに多 くの質問をし，自分たちのしているこ

との目的や意味を十分に理解できないような時でも，イエス

の言われたことに忠実に従ったのである。

イエスがわずかの間この世にあって，人々に導きを与えた

もうたことを記 した短い記録により，そこには弟子たち一人

一人の詳 しい記録は期待できないが，弟子たちは主のなし遂

げようとされていることと，主の根本的な目的との間に時々

食い違いを感 じていたことがわかる。イエスが実際に語 られ

た事柄は，弟子たちが自分で見聞きしたいと望むことを彼 ら

にとってわかりやすくするために，おもむきの変る場合もし

ばしばであった。読者の方々は，イエスに対 して，またみ教

えに対 して熱烈な信仰を抱いていた弟子たちを思い起 こすと

同時に，彼 らの中には時折，疑いを抱いた者もいたというこ

とを思い出されるであろう。

裏切り，否定，疑い

記録やイエスの死を間近にした出来事から，イエスに公然

といさめられたことのある俗世や教会の 「権威者」たちが，

イエスを問題を起こす人とみな したり， ある時は危険な革命

家とみなしていたことが非常に明らかである。

最初の弟子を召されるキリスト
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イエスと時代をともにしたあらゆる階級の人々は友人 も敵

もそれぞれ異なった理由から，イエスの教えに，奇跡に，大

胆な言葉に驚嘆 し， さらに召しを受け祝福を受けた人々，イ

エスにいさめられた人々を見て驚嘆した。

しか し，イエスは，すべての人々の中にある最善のものを

呼びさまし，罪悪の結果からすべての人々を救いたいと望ん

でおられたにもかかわらず，イエスの力が しだいに大きくな

っていくのを恐れた人々によって，はりつけにされたのであ

る。 これは皮肉なように思えるが， しかし理解できない こと

ではない。人間の性質というものは， これまで もそうであっ

たように富や社会的，政治的権力，身分などに高い価値を認

めたがるのである。 こうして，人々の間に自分の信 じる正義

と同情の心を広めるという自分たちの野心が くじかれそうだ

と感 じると，どのような人にでもどんなことに対 してでも恐

れを抱 くのである。

イエスは，救いにあずかろうとしない人々のたδ６に悲 しま

れ，はりつけにした人々のために，彼 らは何を しているのか

わからずにいると言って神に許 しを請われた。

イエスの最後が近 い混乱 した状態にあって弟子のユダは，

前に忠実であったにもかかわ らずイエスを裏切 り，ペテロは

イエスを否定 したのであった。イエスがはりつけにされ復活

した後， トマスは自分の目で見たものを疑 った。ましてや他

の弟子たちは，イエスが復活後始めて彼 らの前に現われた時

イエスと認めることはできなかったことであろう。

召しに忠実であること

イエスのはりつけののちは弟子たちや他の人々にとって，

混乱と絶望の日々であったことが記録に明らかに され て い

る。聖霊の賜によって弟子たちの悟りが開かれたペンテコス

テののちはじめて，彼 らはイエスのこの世での使命，生涯，

死，復活，たびたびの訪問，最後の別れ，再降臨の約束など

が，弟子たちやすべての人々にとってどんなに重要な意味を
ひ

持っているかを悟ったのであった。（ヨハネ２０：２２参照）

イエスが この世を去ってのちに，ユダのかわりにマッテヤ

が選ばれ，み言葉を大胆に宣べ伝える人 としてパウロが加わ

った。 一

聖書やその他の記録からみて，それ以後弟子たちはみな全

時間を捧げて，イエスに受けた教えを人々に伝える仕事に従

事 したことがわかる。彼 らは身近な人々に主の教えたもう原

則を信 じるように，そ して彼らの生活を自分たちと一致 させ

るように，またそうすることによって得 られる永遠の報いを

受けるようにとすすめた。

イエスはご自分の弟子を思慮深 く選ばれたであろうか。弟

子たちはイエスに心から仕え，弟子としてのつとあをよく果

た したであろうか。彼 らは死ぬまで主の御業に励み，力を尽

して忠実に 「喜びのおとずれ」を人々に宣べ伝えたのであっ

た。 これ らの問いにはっきりと 「然り」の答えが与えられる

のである。
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主 の 宮 居
ジ ョ ン Ａ． ウ ィ ッッ オ ー 長 老

殿 は，教会の神聖 な儀 式が広 く執行 される建物で ある。 また

神 「祈 りの家，断食 の家，信仰の家，学問の家，栄光 の家 ，秩

序 の家ひ神 の家」 （教義 と聖約８８’１１９）であ り，地上におけ る主 の

家である。

いつの神 権時代 にあ って も神殿 は必要で ある。 なぜな らば，主 は

神 殿において， 自らまたはきよきみたまによって啓示 したも うか ら

であ り，神殿を通 して，世を最 期の時に備 えさせ るか らである。神

殿では，現世 と永遠の間に橋がかけ られ，救 いの計画の全貌 が明 ら

か にされ る。神殿 内の活動は，福音 に生 きることが中心 とな ってお

り，完全 に教 え られ る。

霊 的な力が神殿 に生 まれ，祝福を もた らすため世 に送 られて行 く

主 の宮居 よ りの光 は，神殿 の特権 に与 える ことによって資格 を得た

すべての教会員の家 庭を照 らす。神殿 か ら人 の家庭 に至 る道 は神 々

しく輝 きわた ってい る。神 殿の精神 が浸 透 してい る家庭 は，家族 を
　

啓発 し，元気づ け，安 らぎを与え る。我 々の切望 する平和はそのよ

うな家庭 にある。確か に，神殿が地上にあ る時は，全 世界が神 殿よ

り出ず る光 に与 かって いる。一方神殿の ない時 は，かつての エノク

の時代の人 々を指 して 「シオ ン逃げた り」 と言 われたよ ケに灰 々の

心 は悲 しみ に追 いや られ る。

神殿 は教 会員 の利益 と啓発のため に存在す る。 そ こでは神権 曾）鱒

が顕 わ され，人生 の諸 問題 を解決す るための力が 「い と 高選 と こ

ろ」よ り人々に与え られる。人 々はそこで天 の軍勢 と親 し く交わ り

疑いを知識 と確信に置 き換え る。神殿 の儀式 には深 い意味 があ り，

人生 につ ける真理を完全に包括的に示 し，生 の神秘 を説 き，福音 をさ

らにわか りやす くす る。心を ひろげて神殿の恵みに与か る者 は人生

の問題 を処す るための大 きな力 と新 しい理解を携毎て神 殿を出 る。

入は神殿 の儀式 を通 じ，人格 において霊 的な喜び において さらに

高 い水準 に達 す る。 自分 自身 のエ ンダウメ ン トはただ一度のみて あ

るが， この世を去 った人々に代 って数限 りないほどのエ ンダウ メン

トを受 けることがで きる。 この身代 りの儀 式を受ける ことは， この

※ジ ョン Ａ．ウイ ッツオー長老。１８７２年 ノル ウェー に 生 ま れ，

１９５２年１１月２９日没す。１９２１年十二使徒評議員会 に召 され るまで，ユ

タ州の主要 二大学の総 長を勤 めた。才能 に恵 まれた多作家で，長年

インプルーヴ メン ト。エ ラ誌の編集長 にあった。
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世の報 いを．何 ら求 めぬ非利己的な行為をな し，救 いの喜びの一面 を

味 わ うことであ り，全人類のため に亡 くな られた主 イエス ・キ リス

トに一歩一歩，歩みを進めてい ることであ る。 この１よ う｝と死者 のた

め に働 く人 々は，神殿を出 ると新たな力を得 て，世 の人 々 と公平に

接 し， 「何事で も人々か らしてほ しい と望 む ことは，人 々にもその

とおりにせ よ」 とい う黄金律を実行 してい るのであ る。

そのような身代 りに行な う奉仕に もす ぐに与え られる 報 い が あ

る。他人のため に神殿 の エンダ ウメン トを受けるたびに，人 の歩む

べ き永遠の旅を見なお し， 自分の永遠 の進歩 の状 態 と神 の律法 に従

うとい う自身の誓約を思い起 こし，実践 によ り真理 を生 きたものに

すべ き必要性を再認識 し，義 人の輝 ける行 く末 を再確認す る。・記憶

が新たに され，意識が高揚 され，望 みは天 にまで高 められ る。神殿

を繰返 し訪れ ることによ り， 日々の祝福が もた らされ る。神殿の儀

式は，その どの点を どって も，行 な う人 のためになる。

神殿 に入 り，その経験 か ら多 くのものを得 たい と望む者 は， 自ら

の心を前 もって清めよ うとしなけれ ばな らない。 このような者 しか’

神殿 か ら湧れ出る恵 みを 自らの ものとす ることはで きない。永遠の

事柄 に資格 のない人 ，あるいはふ さわ しい心 を持たない人 は，神 殿

に入 って も儀式 の根本的 な美や価値 に気づかないであろ う。心の清

い者 は，神 が神殿 の中に在 したもうことを知 るであ ろう。 神殿内で

行 なわれる働 き も，教会 のすべての分野 と同 じく， この世の不完全

な人 間によって行 なわれ るが，神殿の エンダ ウメン トの物語 ， レッ

ス ン，話 される事柄 は神 より与 えられか ものであ り，完全である こ

とを忘れて はな らない。神殿 に入 る人はすべて，．物質 的な不完全 さ

の申に霊的 な完全 さを見 るに違いない。・ 一

神殿 の特権を正 しく用 いる者 は，平安 ・安全 ・理解 ・喜 びを得 る

で あろ う。若い人 々も中年の人 々も年老いた人々 もすべて，神殿 か

ら得 られ る助 けが必要で ある。 また，年若 き時よ り神殿 の祝福 を求

め る ことは良い ことであ る。神殿結婚を しない者は，その人生 で多

くの ものを失 う。神殿は， 「すべての聖徒 の感謝 を捧 ぐる一つ の場

所 とな り……彼 らが福音のために働 く仕 事を理解 する ことに於 て理

論 に於て，原理に於て，教 義に於 て，…… この世の神 の王 国に関す

るすべての ことに於て完 き者 となるを得 んためな り，’その中にわれ

入 り来 る故 にわれそめ中に在るべ し。 されば， この家 に入 り来 るす

べての心清 き者は神 を見 ん。」（教義 と聖 約９７：１３Ｍ ４，１６）すべて

の末 日聖徒㌍その串 う嫁祝福 が必要 であ り，全世界 の人 々に直接必

要な事柄である。

考 えていただきたい。 も し，神殿 と真理 が無 かったと した ら，私

達は どれほ どみ じめだろ うか。神殿 を与 えたまい，神殿 の使 い方 を

理解 せ しめた もうた主 を崇 め奉 る。私達 が永遠 に神殿 を建て ，神殿

を使 う民であ らん ことを。

さ あ、最 良 に 活 用 し な ぎ い

リ チ ャ ー ド Ｌ． エ バ ン ズ

ある国に，才能や賜が豊かでありなが ら，それを充分生かさない少女 の物語が伝わっている。

ある日，その娘の母親は勘忍袋の緒が切れたように，娘をゆすぶって叫んだ。 「わた しはおまえ

を生んだだけるおまえの人生はおまえがどうにか しなくては，いけないのよ」と。天の御父は向

じようなことを言 って おられるのではあるまいか。 「わたしはあなたに命を与えた。人生を最良

に活用しなさい。わたしはあなたに時間を与えた。機会や才能や知恵を，そ して地球とそこに満

ちるすべてのものを……。さあ，それを用いなさい。使って何かを しなさい」と。それについて

一編の詩が心 に浮かぶ。今 日ではあまり聞かれないが，意味深い言葉である。 「われ らは戯れ，

夢み，漫然 と日を送るべ く地に生きるにあらず」。最大の浪費は， 時間の浪費， 才能の浪費，機．

会や創造の努力のむだ使いである。 自分の進歩や勉学，仕事に無関心なこと，注意を向けないこ．

と， しりごみすること．，用い方を教えて くれと言 う態度がそれである。我々には準備す縛き時が

ある。大切な責任あるつとめを果たすべき時がある。無関心に漫然 と日々を送 ることをやめ，神

の与えたもうた貴重な才能と機会をしりぞけることをぜず，導 きをあおぎつっ．己れを見出し，

前進 しようではないか。 この広い世界，祝福された地上に，．またそれぞれの人生 に，常に変らぬ 、
一っのなすべきことがある。それはもっと有益な方法で能力の最善を尽 し，進歩 しようと懸命に ゴ

なることである。折に触れて，天の御父が自分をゆすぶ り， 「わた しはあなたに命を与えた』さ

あ，人生を最良に活用 しなさい」と言ってお られることを感 じつつ……。御父は，我々が恵 う以

上匹そのことを心にかけておられるのである。

ｉ㌃
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サ ミュ エ ル ：Ｌ． ホ ー ム ズ ＊

鷲 聯 　璽
あな た こそ，生 け る神 の子 キ リス トで す

一 マ タイ １６：１６一

エスはペテロに，ご自身をだれであるかと問われペテイ

ロの心からの答えを彼 自身から出た言葉ではなく神よ

りの啓示であると言われた。 この選ばれた弟子ペテロは，た

えず心に弱さと動揺があった。 しかし， この時彼は完全な知

識を持って答えたのだった。

ペテロの時代以後，・ｆエス ・キリス トが神であることを信

じる人々は，信仰に確信が持てるよう努力 してきたが，確固．

とした信仰を持つにはいたらなかった。個人に対 してひらあ

きのような啓示が与え られて，人生ああらゆる出来事を見通

し，努力なしに良い人間関係を作 りあげ，あらゆる問題に答

えを得，すべての疑問を解決することが必ずしもできるわけ

了ｏ

ではないことを我々は信仰生活を通 じて知っている。

「あなたが改宗した時には」

ペテロの場合もそうではなかった。性急で衝動的な激 しい

性質の持主といわれていたペテロは，我々とても同じである

が，改宗とは，一旦改宗すればゆるがないものということで

なく，絶えず変わるものだということを学ばねばならなかっ

た。ピリポ ・カイザリヤ地方で，また後に変貌の山 （マタイ

１６：１３～１７，ルカ９：２８～３２，参照）での経験は，大きな影

響を与えて， この一徹な漁師を変えた。 しか し，自分の生計

は自分の手で立てるという直接的，物質的なそれまでの生活

方法は，三年近 くもの間，救い主の使命についてのペテロの

考え方に影響を及ぼしていたのである。

ペテロがはじめて信仰を告白したのち，弟子 となるための

準備期聞中に，’イエスはご自身の死が定め られていることを

何度とな く示唆されたにもかかわ らず，完全にペテロを目覚

めさせることはできなかった。イエスがエルサレムへ行 って

長老，祭司長，律法学者たちから多くの迫害を受け，そして

ついには殺され三日目によみがえることをはっきり話 された

時，ペテロはそのようなことは起 こるはずがないと言って主

をいさめた。 しかし主は厳 しく非難 して言われたのである。

「………サタンよ，引きさがれ。わたしの邪魔をする者だ。

あなたは神のことを思わないで，人のことを思っている」（マ

タイ１６：２３）

打ち返 したり，暴力に訴えたり，神にゆだねるべき裁きを

人に託すなど人間として宕然と思われる衝動が，後にまた見

られるように，この時ペテロの心中に首を もたげていたので

ある。

ご自身の死が近づいた時，主は弟子たちに別れが間近にせ

まっていることを話された。ペテロはイエスの目的のために

は死をもいとわない献身を誓った。 しかしながらイエスは，

この使徒の頭ペテロの前途は長 く試練の多いことを見越 して

ただ次のような警告を与えられたにすぎなかった。

「………シモン
，シモン，見よ，サタンはあなたがたを麦

のようにふるいにかけることを願って許 された。．しか し，わ

たしはあなたの信仰がなくならないように，あなたのために

祈った。それで，あなたが改宗 したときには，兄弟たちを力

づけてや りなさい」 （欽定訳ルカ２２：３１～３２）

＊サ ミュエル Ｌ． ホー ムズ，ユ タ州立大学を卒業 し，現 在 カ リフ

ォルニ ア州 サ ンフランシス コで弁 護士を営んでい る。 英国 とニュ

．一 イングラン ドで伝道 に従事 した。 （１９３８～４０）

現在の 日曜学校中央管理会の責任を受け る前に，ステーキ部 高等

評議員， 日曜学校会長， 日曜学校教 師をつ とめた。夫人 と５人 の

・子 供 と共に カ リフォルニァに住 んでいる
。
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「あなたが改宗 したときには」 という言葉は
，後にペテロ

がその通 りになったことからイエスが鋭い洞察力を持ってお

られたことがうかがえる。 セ改宗」 という言葉は現代語訳の

新約聖書では， 「たちなおる」 と訳 されており，その意味が

少 しはっきりして くる。 この訳語は，改宗に至るには絶えず

霊的な訓線が必要であること，またたとえ奇跡か ら信仰を得

たとしても， ぐらつく恐れがあるということをより明 らかに

示 している。

「わが羊を養え」

腕力には腕力でというペテロの衝動的な性癖が，イエスが

捕えられた夜に再び見られる。その夜ペテロはマルコスに剣

をもって切 りかかり，片方の耳を切 り落 した。このあとに，

イエスがその傷をいやされ，彼 らのなすがままに静かに身を

任せたそのことはペテロにとって理解 しがたいことであった

ろう。 （ヨハネ１８：１０～１１，ルカ２２：４９～５４参照）

その同じ夜，イエスが予言された通り，ペテロの信仰も数

時間のうちに三度主を知 らないと否定するのをとどめさせる

ことはできなかった。 しか しこの後す ぐにペテロは心を痛め

悔改めた。信仰の試 しに負けて しまったことに気づいたペテ

ロは，自分の身の安全だけを気づかう人々がそうするように

心か ら苦 しんだ。そして外へ出てはげ しく泣いた。 （ルカ

２２：５６～６２参照）

試 しはそれで終ったわけではなかった。ルカは，復活 され

た主がペテロにお現われになったことをはっきり述べ，また

福音書の著者はみな，主が群衆をたびたび訪れその場にペテ

ロがいあわせたことを記録 している。また彼 らは，イエスが

わかりやすい言葉で，福音があらゆる国民にのべ伝えられな

ければならないと戒められたこと，またイエスが昇天する前

に人々の 「心を開かれた」ということを記 している。

それでもなおペテロには，はっきり理解できなかったので

ある。彼が改宗するためにはさらに目覚めさせるものが必要

であった。主の昇天後伝道に出るかわりに，ペテロはもとの

仕事，漁師にもどった。漁がおもわしくなかった失望の夜が明

けると，岸のほうか ら船の右側に網をおろしてみなさいとい

う声が聞えた。それは主の御声であった。イエスと弟子たち

がたき火をかこんで食事をしている時，三度イエスに対する

愛を言い表 したペテロは小羊を養うようにと言われた。 この

召 しを与えられてのちはじめて，彼は聖霊の導 きによって，

指導者としての責任を心か ら引き受けたのである。 ．

径順一一改宗への基い ’！ ．’』’

彼は急速に確信を持つにいたり，他の弟子たちを選び，伝

道の仕事にのり出 した。彼はペンテコステの日に何千人 とい

う人々に悔い改げと，バプテス々を説 き，異言を語 る賜物が

与えられ異国の人々も奇跡的に彼の説教を理解することがで

きたのである。またペテｐは病人をいやし，彼はそれを人々

がはりつけにしたナザレ人 イエス ・キ リス トの名によって行

なったことを大祭司やその一族 に証 した。そしてこの天が下

には；イエス ・キ リス トの名を他にして救われる方法はない

と宣言 したのである。説教をしてはならないと命 じられ，脅

かされ実際に打たれたりしながらも，ペテロは恐れることな

く，自分が主の御名によって苦 しみを受けるにふさわしい者

であることを喜んだのであった。 （使徒行伝 ２～ ５参照）

ペテロは改心 し，いろいろな行ないを指導する力が彼の内

に宿ったが， これで試 しが終ったわけではなかった。さらに

上手な説教，病人のいやし，死人を生き返 らせる業などが，

心を動揺 させ るような清 くない食べ物に関する示現や，コル

ネリオや他の異邦人の上に注がれた聖霊により明 らかにされ

，た示現の解釈などのたあに，さえぎられてしまった。その結

果，異邦人たちはバプテスマを受けたが，それは聖徒たちの

間に危機を招いだ。そこでペテロは，最後まで耐え忍び，昇

栄へ至るそのような改宗について学び，その道を歩んだ。彼

は，．圃胞のユダヤ人の問でひどく恨まれている教義を正 しい

と証するために信仰を強め，勇気を持つ必要があった。 （ガ

ラテヤ２， ３参照）ユダヤ教徒との論争は，若い教会をほと

んど分裂寸前にまで追いやったが，ユダヤ教だけを説 くので

はなく，万人のための福音を伝える必要があるというペテロ

の広い考え方によって論争はおさまった。（使徒行伝１８参照）

長 く辛い生涯を通 しての献身的な奉仕こそが，この偉大な

人ペテロを改宗さ’せた理由であり，ま．たその基いとなったの

である。彼の晩年のことについてはあまり詳 しく知 られてい

ないが，生涯の終 りに近づいた時彼は聖徒たちに 「思い起 こ

してもらいたい」 といって自分が改宗するにあたり経験 した

偉大な出来事の一つを証 した。それは，父なる神から 「栄光

を受けた」イエス ・キ リス トを見たことと，次のような天か

らのみ声を聞いたことであった。 「これはわたしの愛する子

わた しの心にかなう者である」。（皿ペテロ１：１２～１８参照）

偉大な奇跡は， ごくわずかの人々にしか経験できない。 し

かしペテロの生涯は，我々に奇跡だけで人は改宗できない弔

とを教えてくれる。む しろ，一度弱 くなった信仰を再び強 く

しようとする力，進んで学び，悔い改めること，霊感を受け

られるように常に心を開いておくこと，終 りまで続 く献身的

な奉仕， こういうものこそ改宗するための手段となるのであ

る。ペテロは福音の真の意味が自分に明 らかになるまで，何

年間もそれ らと戦った。そして彼にとってそのくびきは負い

やす く，重荷はその道を歩むことによって軽 くなったのであ

る。それは奇跡によってではなく，改宗するまでの過程を通

してそうなったのであった。 （次の大人のページは３ページあと

からはじまります）

７ｉ
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お父 さん とお母 さん は， そ の ２日 と も ソル トレー クの総 大

会 の ラ ジオ放 送 に 聞 きい って い ま した。 そ れ で マ ー クは一 人

ぼ っち で した。 け れ ど も学 校 が お休 み の土 曜 日 と 日曜 日 に，

お姉 さん が 家 に い て とて も うれ しそ うで す。

そ れ は， す が す が しい １０月 の あ る月 曜 日 の朝 の こ と で し

た。 お姉 さん の リンダ は 学 校 に行 って い ま した。 朝 食 の洗 い

もの を 終 え て 洋服 を 着 が え る と， お 母 さん とマ ー クは急 い で

出 か け ま した。 途 中 の い な か道 で， ミル夫 人 が洗 い終 え た洗

た く もの を干 して い ま した。 ま だ ５歳 の 小 さ な マ ー シ ャが ，

うれ しそ うに マ ー クに あ い さ つ を しま した。

お母 さん た ち が週 末 に ラ ジオ で 聞 い た大 会 説 教 に つ いて 立

話 を して い るの で， 子 供 た ち は物 干 しつ な の そば で遊 んで い

ま した。 近 所 の サ ン ドラが 家 か ら出 て来 た と ころ を見 て ， マ

ー シ ャが 言 い ま した
。 「ね え， か くれ んぼ しま し ょ。 サ ン ド

ラが私 た ち の こと 見 つ け られ るか見 て い ま し ょ うよ」

小 さ な ２入 は手 をつ な い で庭 を走 って 行 くと， ガ レー ジ に

入 って行 きま した。 ガ レー ジ のす み に， ミル ク用 の大 きな か

らっ ぽ の 冷 ぞ う庫 が置 い て あ りま した。 ち ょう ど ２， ３日前

に， マ ー シ ャの お父 さ んが そ の中 に しま って おい た セ メ ン ト

袋 を取 り出 した後 な の で， 冷 ぞ う庫 は ま だ何 も入 って い ませ

ん で した。 ２人 はす ば ら しいか くれ 場 所 だ と思 い ’ま した。

２人 が 中 に入 っ た そ の時 ， 重 い ２重 の 扉 （とび ら） が ど し

ん と しま って しま い ま した。 ２人 は ， と じこめ られ た 冷 ぞ う

庫 の扉 や か べ を ドン ドンた た き なが ら， 声 もか れ ん ば か り に

助 け を求 め ま したが ， と うと う お そ ろ しさ の あま り泣 き出 し

て しまい ま した。 扉 を ドン ドン たた い た り， 空 気 が うす くな

っ た中 で け ん命 に息 を して い た た め に， ２人 の洋 服 は 汗 で び

っ し ょ りぬ れ て しまい ま した。

急 に マ ー シ ャが 泣 くのを や めて 言 い ま した 。 「マ ー ク泣 か

な い で。 お祈 り しま し ょう」 マ ー クが 泣 くの を こ らえ て い る

と， マ ー シ ャが 一 生 け ん命 に お祈 りを 始 あま した 。 ち ょう ど

そ の頃 ， ひ っ しに な って 子 供 た ちの 名 前 を 呼 び な が ら近 くを

さが して い た お母 さん た ちが ， ガ レー ジ の中 を 「も う一 度 だ

け」 さが して み る こ と に しま した 。

２人 が 発 見 され て 助 か っ たの は， 暗 い す み の 方 か らか す か

に聞 えて き た マ ー シ ャの お 祈 りの お か げ で した。

数 年 後 ， マー ク とお友 だ ちは ガ レー ジの す ぐそ ば に立 っ て

大 きな 冷 ぞ う庫 の 中 か ら大声 で さけぶ 声 が 聞 え る か ど うか た

め して み ま した。 何 度 も くり返 した結 果 ， み ん な の意 見 は 次

の よ うに一 致 しま した。 お 母 さん た ちの どん な 物 音 も聞 き も

らす まい とす るひ っ しな気 持 が な けれ ば， マ ー シ ャ と マ ー ク

の声 は決 して 聞 こえ なか っ たで し ょう， と。

ル シル Ｃ． リー デ ィ ン グ によ るほ ん と うに あ った話 。

７ 子供 のページ
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山賊の前哨に着くと捕えられたが，争

うことも抵抗することもせずにただこ

う叫んだ。「このために私は来ました。

あなたたちのか しらのところへ連れて

行って下ざい。」と い う彼の声だけが

聞えた。首領は武装 して彼を待ってい

売 が，近づいて来た彼がヨハネだとわ馳

かると恥かしさに耐えられなくなって

逃げていった。 しか し，ヨハネは自分

の年 も忘れて，けん命に彼の後を追い

ながら言った。 「息子よ，武器 も持た

ない年老いた父から，なぜ逃げるのか

お願いだから……恐れずに……待って

くれ。信 じて欲 しい。キリス トが私を

つかわされたのだ。」

この言葉を聞いた彼は，うなだれて

そこに立ちどまったかと思うと，武器

．を投げ捨てわなわなと震えなが ら激 し

く泣き出した。年老いたヨハネが近づ

くと彼は抱 きついて，苦 しそうに許 し

を請うた。使徒はこの青年のため心血

を注いだ。再び彼を教会に導き，彼の

ために祈 りを捧げ，熱心に断 食 を．し

た６そして，彼の心に教会がよみがえ

るまでそこを去 らなかっ．た。」（聖クレ

メント・オブ ・アレクサ ン ド リア，

ＱｕｉｓＤｉ噂ｎｉｔｕｓＳａｌｖ．４２章）

これは，古代に使徒が教会の若人に

示 した関心を物語 る感動的 な例 で あ ・

る。今日の教会においても，若人に対

する関心は一人一人に強 く向けられて

いる。監督の召 しは，若人への関心と

いう点で特別な意味を持っている。監

督はアロン神権の長であり，この職 に

あってワー ド部の若い男女 に対 して特 ．

別の責任 と関心を持つ人である。

教会の若人は，監督の身近にあって

忠告に耳をかたむけ，その指導を：尊重

しなければならない。．監督の召 しは，

教会 において非常に重要な神聖な召し

であり，監督 に召された人は特別な人

で ある。その人は，主がその任命 した

僕を通 して召 しを与えた人である。そ

して，日々の生活において配管工１農

夫，教師あるいは医者などの職業を持

つ一方，神に召された人なのである』

パウロは監督 の特徴を次のように述

べている。

「さて，監督は，非難のない人で，

……自らを制し，慎み深 く，礼儀正 し

く，旅人をもてなし，よく教えること

ができ，酒を好まず，乱暴でなく，寛

容であって，人 と争わず，金に淡泊で

自分の家をよく治め，謹厳であって，

子供たちを従順な者に育てている人ぞ

なければならない。 自分め家を治める

ことも心得ていない人が，どうして神

の教会を預かることができようか。彼

はまた，信者になって間もないもので

あつてはならない。そうであると，高

慢になって，「悪魔と同 じ審判を受ける

かも知れない。さらにまた，教会外の

人４にもよく思 われている人でなけれ

ばならない。そうでないと，そしりを

受 け，悪魔のわなにかかるであろう」

（１テモテ３：２～ ７）

今日において も，監督は非難のない

人であり，自らを制 し，慎み藻 く，礼

儀正 しく，旅入をもてな し，よく教え

ることができ，寛 容な人でなければな 「

らない。そして，個人的な問題や疑問

を持ちかけることのできる人であり，

霊感を受け，知恵のある人である６・監

、督はその身 も霊 も捧げる。一週間のう

ち非常に多 くの時間を自分の召 しに捧

げている。監督はワ』 ド部¢）霊的な父

であり，困っている人４に鮒する絹祉 、

と，ワー ド部の財政上の責任を持ち，

ワー ド部の会員すべでの判事である。

その召．しは最も重要で，最も神聖なも

のである。

監督が効果的にその職を 果 たす に

は，ブ義 ド部の若人による忠誠 と信頼

を必要とする。『毒 なたが螢督を支持す

るζとは，．神聖な義務であるだけでな

く特権でもある。モルモン経 には， リ

ーバイ．が息子たちに，エルサレムへ行

ってレーバンから真鍮版を手に入れて

くるように命 じる場面が記 さ れ て い

る。息子ニーファイに対して， り一ハ

・ｆは次のように言っている。

「『それで
，主は汝と汝の兄弟たちは

レーバンの家へ行ってその歴史をくれ

るようにたのみ，それを荒野の中のこ

こまで持って く，るように私に命 じたも

うた。 ところがごらん，汝の兄弟たち

は私のたのみがむつかしいことだと言

って不平を鳴 らすが， これは私が汝の

兄弟たちにしてくれと言らたのではな

くて，まことに主の命令である。盆か
’らわ

が子よ，汝はエルサレムへ行け。．

そうすれば汝は不平を言わ．なからたか

ら主に恵まれて助けを受・け るで あ ろ

う。』 そこで私ニーファイ・は，私の父

に 『私は主が命 じたもうことを行って

行 う。私は，主が命 じたも う’ζ と に

は，人がそれを為 し≧げるた１６に前以

てあ．る方法が備えてあり，それでなく

ては，主ば何の命令 も人に下 したまわ

ないことを承知 しているか らである。』

と言うた。父はこれを聞くと１私が主

に祝福されていたことを知って非常 に

よう．こんだ。」 ’ 『 ’、．．、．、

（１二」一ファ’イ ３’：．４～８）

自分の監督に対 して不平奪言わず従

１頂な若人は，ニーファイのように，主

によって任命された しもべの言葉 に従

う者に約束 された祝福を受けるめであ

．る。ワー ド部の監督１誰らなたの幸福を

心にかけ， あなたに大きな関心を寄せ

ているのである。監督の言葉 に耳をか

たむけよう，そうすれば彼が真に神あ

召 しを受けた人ぞあるとわかるであろ

う。

７４
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エ レ イ ン ・キ ャ ノ ン

τ

典に通 じている人 々がいる。彼 らは折あ らば聖

喜んで聖旬を暗調す る。手軽に，適確に聖典

を 活用 し，長い引用文を用いる６彼 らは聖旬 をよく

知 ってい るだけでな く，．賢明に神の御言葉を応用す

る人 と言えよう。’

多 くの人は，天父の教え られた どの原則がそれぞ

れの状況 と関連 し七い るかを知 るのに，助 けを必要

とす る。 自分の必要 としてい る事柄に答 えや指示を

与えて くれる勧告は・ そう簡単 には見？からないか

らである。入生 の岐路に立たされた時， その場合 に

あてはまる主の御言葉を思い出す ことさ え で き れ

ば，私 たちは喜 んで主の戒さ６に従い， そり御言葉壷

大切にす るであろ：う。私 たちは，神の御言葉のかわ

りに， あまりに も 「人の力に頼 り」す ぎる』

私たちの知恵 をはるかにまさり，愛 といつ くしみ

の深い：神の御手にあることを信 じて，私たちぽ人生

の大切 な問題に関す る神の忠告を考えてみよう。

導 き

ドあなたがたのうち，知恵 に不足 してい る者があ

れば，その人は， とがめ もせずに惜 しみな くすべて

の人 に与え る神に，願い求あるがよい。 そ う す れ

ば，与え られるであろう４。（ヤ コブ１：５）

もしあなたが，何かにおいて知恵 に不足 し，人生

において決断を迫 られ，心に疑問が生 じ，何 らかの

導 きが欲 しい時，聖典に も記 されてい るように，神

以外の何に助けが求 められ るだろ うか。主が答えを

７５

持ちた もうのであり，主の御心はあなたに祝福 を得

させ るものである。

成 功
「怠惰なるを止めよ。不潔なるを止めよ。互 いに

欠点を探すを止めよ。度を過ぎて眠 るを止めよ。早

く臥床 に入 りて疲れを休めよ。朝は早 く起きて汝の

肉体 と精神とを活気づけよ。」

（教義 と聖約 ８８：１２４）

これは特に十代 の少年少女のためた書かれたよう

に思えるかもしれない。 しか し， もしこの勧告 に従

い， この約束を心にとめるな ら，成功への道が保証

されてい るのである。 「……お前たちが神の命令を

守るな らば神は必ずお前たちを祝福 して栄えさせた

もう。」 （モーサヤ ２：２２）

忍 耐

「され ど忠実 に して よ く耐 え忍ぶ者 は
，・生 くる も

死 ぬ るも幸福 な り。 その者 は，永 遠 の生 命 を受 くべ

けれ ばな り。」 （教 義 と聖約 ５０：５）

あ なたが 永遠 の生 命 とい う究 極 の喜 びに心 を向 け

るな ら， た とえ軍 隊 に あ って も恐れ や 自由の拘 束 に

耐 え る ことがで き， また激 しい誘 幕，・何 か を待 つ と

い う ことに耐 え得 るので あ る。 こ うして耐 え るこ と

によ り， 愛，親 切， 許 し，理 解 にお いて完全 な御方

で あ る天 父の み もとに たちか え る ことがで き るので

あ る。
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廷において証人が証拠事実を述
法 べる時

，厳粛に証言するか，あ

るいは宣誓 した上で証拠事実を述べま

す。後者の場合，証人が真実の証言を

しないと，偽証罪を問われます。

福音の真実なることを証する時も，

おごそかに宣言または証言をします。

けれども，この場合の知識の根拠は法

廷における証人の場合と異なっていま

す。恐 らく，五感とはほとんど関係が

ないと思います。神が体をもちたもう

実在者であり，ナザレのイエスが神の

御子であるといった証，すなわち福音

の真理の証は啓示によりもたらされる

ものであり，それは重大な神聖な事柄

です。

法廷において伝聞証拠や 間 接 証 拠

は，それを申し立てる証人が誠実であ

るか否かにかかわ りな く，証拠として

認められません。証人は真実のみを証

言として限定 しなければなりません。

すべての教会員は教会幹部の教えを敬

い，一支持 し，心に留めるべきです。け

れども，よく吟味 した上で，その教え

が真実であり価値があると わ か る ’ま

で，たとえだれの言葉であって も，受

け入れ，証とする人はいません。その

後に，啓示のみたまによりその論理的

な推論が確かなものであることを知る

のです。なぜならば，真の改宗は心の

中から来 るものだからですα教会員は

福音の全原則を納得 していなくとも，

教会に幻滅を感 じたり，教会から離れ

たりは しないのです。

神の祝福はすべて律法に従 ってこそ

もた らされます。 この規則または法則

は福音に対する証を得 る場合にもあて

はま ります。律法を知 り，律法に従 う

人こそが証を得ることがで き る の で

す。 この場合に一定の前提条件があり

ます。それを概略的にあげてみましょ

う。

１． 証を求め る者は，福 音の真 理や求 あて

い る事柄 に関 して，知 りたい とい う望 み

を持たねばな りません。

２． その事柄 についてで きる限 り研究 し，

学 ばな ければな りません。 ヨハ ネ ５章 ３９

節 には次の ように記 されています。 「聖

典を調 べな さい。 あなたがたは，聖典 の

中 に永遠の命があ ると思 って調 べてい る

が， この聖典は，わた しについてあか し

をす るものだか らであ る」 （欽定訳） さ

らに，教義 と聖 約 には １章３７節 で 「これ

らの誠命を しらべ よ」 と指示 されていま

す。

３．学 んだ原 則や真理 を実行 し，それ らに

従 った生活 を しな ければな りません。救

い主 は このよ うに言 われています。 「わ

た しの教 はわた し自身の教ではな く，わ

た しをつか わされたかたの教で ある。神

のみ こころを行 なおうと思 う 者 で あ れ

ば，だれで も，わ たしの語 ってい るこの

教 が神 か らのものか， それ とも，わた し

自身 か ら出たものか，わか るで あろう」

（ヨハネ ７：１６～１７）

４． 天 父に対 し常 に祈 り，真理 は聖霊 を通

して啓示 によ り明 らかにされ るとい う信

仰 を持 ち続 けなければな りませ ん。

モ ロナ イ は私 た ちに こ う言 っ て い ま

す。 「聖霊の力によって一切の事の真

実であるかとうかがあなた た ち に解

る」 （モロナイ．１０：３～５）

使徒ペテロがキリス トから彼すなわ

ち救い主はだれかという質問を受け，

それに答えた時，ペテロは啓示のみた

まを持っていました。そ してイエスは

こう言われました。 「バルヨナ ・シモ

ン，あなたはさいわいである。あなた

にこの事をあらわ したのは，血肉では

なく，天にいますわたしの父である」

（マタ／ｆ１６：１７）

このことは， もし人が必要条件を学

んで，それを満たすように生 活 す れ

ば，個人への直接の啓示が与え られる

ということを証明 しています。

扶助協会の会員について考えてみれ

ば，姉妹たちは家庭や教会のにない手

を養成 しています。すべての家庭には

各々家庭の精神というものがあり，そ

の精神は，母親が私たちモルモンの携

っている仕事が神につける業であると

の証を持っているかどうかで大いに左

右されます。このことは，母親が証を

得，聖霊の導きのもとに家事や子供 あ

生活を指導することの大切さを説いて

います。その際，母親は主と主の子等

の間にある関係を常に心に抱いている

ことが必要です。

言葉を換えて言うなら，母親は大き

な信仰すなわち神への信仰，自分と伴

侶への信頼，義がすべてに打ち勝つこ

とへの信仰を持たなければ な り ませ

ん。信仰 とは知識をはるかに越えた も

７６
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の で あ り， この信 仰 が あ っ て こそ， 母

親 は 日常 生 活 や信 仰 生 活 で の試 練 に耐

え得 るの で す。 ま た知 的 に も道 徳 的 に

も導 きを受 け る こと で し ょ う。 で す か

ら， 証 を持 って い る母 親 は， 子 供 が ま

ね て心 配 の な い義 しい生 活 ， 常 に聖 霊

を求 め聖 霊 に よ り霊 感 と導 きを 受 け る

奉 う な生 活 をす る こ とで し ょう。

も ち ろ ん，母 親 が 証 を 求 め る際 に得

る知 識 は家 庭 を 管 理 す るよ で 大 い に役

立 ち ます 。 しか し， その 知識 も 日常 生

活 に と り入 れ ， 活 用 しな くて は意 味 を

な しませ ん 。教 え を 知 って い て も従 わ

ない こ と は，暗 闇 の 中 で ろ うそ くを と

も して 目を 閉 じるよ うな もの で す。

家 は 物 心両 面 にわ た って食 物 と火 を

与 え る こ とが で き るの で な け れ ば家 庭

とは言 え ませ ん。 家 族 に食 物 と火 を与

え る には ， 家 庭 を築 く人 が両 親 と して

の ， 力 強 い 証 を含 め た一 定 の条 件 を備

え て い な け れ ば な り ませ ん。

使 徒 ペ テ ロは ペ テ ロ後 書 １章 ５～ ７

節 で徳 につ い て述 べ て い ます 。．

それだか ら， あなたがたは，力 の限 りを

つ くして， あなたが たの信仰 に徳 を加 え，

徳 に知識 を，知識 に節 制を，節制 に忍耐 を，

忍耐 に信心 を，信心 に兄弟愛 を，兄弟愛 に

愛 を加 えなさい。

ア ル マ は次 の よ うに証 して い ます 。

こればか りで はない。’あな たた ちは私 自

身 これ らの ことを知 らない者で あるとは思

わないか。 ご らん，私 は自分 がこれ まで に

話 した ことはみな本 当である と自分で知 っ

ている ことを証す る、 どのよ うに して それ

が確 かで ある ことを知 って いるか と問うな

らば， これは神 の聖 い 「み たま」が私 に示

したも うたのである。 私 は自分が これを知

るために長 い間断食 を して祈 らた。 そこで

主 なる神 がその聖 い 「みたま」 によって こ

れを私 に示 した もうたので，私 は自分で こ

れが真理 である ことを知 って いる。 この聖

い 「みたま」 とはす なわち私 の中 にある啓

示 め 「みたま」 である。 （アルマ ５：４５～

４６）

非 常 に多 くの家 庭 が 破 壊 され つ つ あ

る今 日， 今 や無 味 乾 燥 な単 な る家 の建

設 を や め， 将 来 に わ た っ て持 続 す る よ

７７

うな家庭の基礎を築いて，破壊された

家庭を再建すべき時に来ています。

祖父母の時代では，良きにつけ悪 し

きにつけ，互いにいたわり合い，逆境

にあって も二人で改善に向かって努力

しました。そして私の祖父母の結婚生

活は６０年以上にも及びました。それは

二人の間で最 も暗い時間 も一時間とは

続かないことを二人共知っていたため

でした。今日多 くの人々は，避難扉の

大きく開かれた結婚生活に入ります。

それは，離婚裁判への扉です。

今日私たちが享受 してい る 自由 に

は，ちょうど枝 に根が必要なように，

強固な自制と誠実とを必要とします。

不安とスピー ドが錯綜 し，複雑化 した

現代にあって，私たちは皆，緊張を強い

られています。緊張には，がんばりと

ゆるぎない気力が必要です。福音への

証は霊の土台を築 く必要があります。

これがないと人生は難破 してしまいま

す惑神が生きてま しま し，イエスがキ

リス トであり，福音が回復 されたこと

の証を持つ両親が管理する家庭は，子

供たちに人生を通じて最 も強 く消え失

せることのない印象を与えます。

証とは長い弓から放たれた矢のようなも

のである。その勢いは，弓を引く手の力で
ユ

決 まる。 （ベー コン）

使 徒 パ ウ ロは ヘ ブ ル の聖 徒 た ち に宛

て た書 簡 の 中 で 次 の よ うに述 べ て い ま

す。

彼 らと同 じく， わた したちにも福音 が伝

え られているのであ る。 しか し，その聞い

た御言は，彼 らには無益 であ った。 それが，

聞いた者 たちに，信仰 によ って結 びつけ ら

れなか ったか らであ る。 （ヘブル ４：２）

主 は ナ ザ レか ら帰 られ た 時， 人 々 の

不 信 仰 の た め偉 大 な業 を 多 くは な され

な か った と言 わ れ て い ま す。 すべ て の

望 み ，視 野 ，動 機 は ，神 へ の信 仰 に応

じて人 に与 え られ ま す。

も し，啓 示 を 受 け て証 を得 た結 果 確

信 を持 った な ら， そ の確 信 は命 よ り も

大 切 に な ります 。 私 た ち は信 仰 か ら生

ま れ る勇気 が必 要 で す。 それ は， 夜 の

、

後には必ず朝明けが来るという確信を

持って，日暮れに雄々しく東を向 くと

いった勇気です。

私たちは，かつてモルモン開拓者の

持っていた自信に満ちた信仰を再び得

るべきです。他人のランプに火をとも

すため私たちが道を求めるな らばたい

まつの光が与え られます。

大事業 もその成 り立ちは信仰に満 ち

た第一歩か ら始まっています。私たち

は未来に信仰を持って仕事をすべきで

す。なぜならば，この世での仕事の報

いは非常に少ないか らです。

暖かい気持と進歩レ福音の証 により

支えられる信仰の力は常に必要です。
　

テ ニ ソ ン は こ う言 って い ま す。

信仰は最 も悪い状態の中で かすかに光 る

最上の ものを見， 太陽が隠れるのは夜 のみ

だ と感 じ， 冬のつぼみに夏 を見 つけ，花 の

しぼむ前に果実を味わい， 歌わぬ卵にひば

りの さえず りを聞 き， しんきろ うの中に泉

を見出す。

義な る人の生きる信仰を死 にた る教義 ，

天の正確な地 図 と考 えてはな らない。 愛情

がな くその場限 りで 思いや りのない贈物 は

与えて もたちまちに して取 り上 げ られて し

ま う。 永遠 の真理 を厳然 た る事実 だ と述べ

ることは，証言 であ り行為 である。

信 仰 とは ， 最 終 的 な 実現 を待 たず に

道理 にか な った確 信 を 持 つ こ と で あ

り， そ れ らの確 信 が真 実 で あ っ た か の

よ う に生 活 に お い て そ の確 信 を実 行 す

馳る こ とで す
。 福 音 の証 は そ の よ うな信

仰 を 助長 す る もの で す。

ロバ ー ト ・ル イ ス ・ス テ ィー ブ ン ソ
ヨ
ンはこう言 っています。 「物事は究極

的には高貴であると私は信．じている。

たとえ，地獄に投げ入れ られようとも，

私はそれを曲げるわけにはいかない」。

非常に多くの人々が自分の可能性を

追求 しています。月に １００ドル も支払

えば，求人に集まる人は大勢います。

賞賛は不可能を可能にした人々に送 ら

れます。 もし，なし得 る事 柄 で あれ

ば，経験 と技術がそれをな し と げ ま

す。なし得ない事柄であれば，信仰 し

かそれをなしとげるものは あ りま せ



砺 信 仰 が あ って こ そ， 科 学 も宗 教 も

進 歩 を とげ るの です 。 そ して 神 よ りの

助 け は， 人 に信 仰 が あ るか な い か で 与

え られ るか どうか が 決 ま ります 。 救 い

主 は絶 えず この 言 葉 を 口 に して お られ

ま した。

しっか りしな さい。．あなたの信仰があな

た を救 った のです。

宗 教 的 な信 仰 に よ って 判 断 し， 動 か

され た人 の人 生 は， 輝 き に満 ち た もの

で す。 けれ ど も， 信 仰 に よ る判 断 を奪

わ れ た人 生 に は， そ の最 も高 い 意 味 と

高 貴 な望 みが あ りませ ん。

善 は万能 とな ることに信仰を 持 とうでは

な いか。 そ してその信仰を持 ちなが ら，我

々の義務を全 うしようではないか …… （ア
４ ’

ブ ラハ ム ・リ ンカー ン）。

１月 １日で あ って も， １２月３１日で あ って

も， 信 仰 と は締 め く くり に良 い 言 葉 だ 。（ロ

バ ー ト ・ル イス ・ス テ ィー ブ ン ソ ン）

詩 は信 仰 で あ る。 そ れ は ， 我 々 に 見 え る

見 え ぬ にか か わ らず ピラ ミッ ドの 斜 面 が頂

上 まで 続 い て い る と信 じ る信 仰 で あ る 。（ラ
ら

ルフ・ワルドー ・エマ．一ソン）

私たちは科学の分野において毎日，

かつてパウロが ローマに旅する途中で
「どんな事がわたしの身にふ りかかっ

て来るか，わたしにはわか らない」（使

徒 ２０：２２） と述べたような 状況に直

面 しなければなりません。パウロのゆ

るぎない信仰は，彼の霊感あふれる証

によりささえられたので した。

扶助協会のあらゆる会員，イスラエ

ルのあらゆる母たちは，神が生きてま

しまし，また自分の属 している教会が

生 きて，成長 し，絶えず将来を見てお

り，教会では新 しい考え， ものごとを

なす場合の新 しい方法が教会員たちの

生活に影響を及ぼしており，生活をな

おざりにしたり，パ リサイ人や懐疑主

義的な考えを抱 く者にはそのとどまる

場がないという証を持つ必要があ りま

す。

ペテロがキリス トの質問に答えた時

に述べた証は霊感があふる る もの で

す。 「あなたがたはわたしをだれと言

うか」。ペテロは答 えて，「あ な た こ

そ，生ける神の子キリス トです」（マタ

イ１６：５１～１９）この証は，先にキリス

トを否定 したことか ら謙遜になり，ペ

テロ自身の負けじ魂か らさらに輝か し

いものとなった心か らあふ れ る証 で

す。天父のみこころを行ないたいとい

う．この熱望が，開拓者たちを人々の侮

辱や，．非難に耐えさせ，末 日聖徒 ある

いはモルモンという人々に自らを加わ

らせたので した。

救い主はペテロの証を喜 ば れ ま し

た。なぜなら，それは，血肉によらず

天父により啓 示された証であり，ペテ

ロが福音の計画を理解 して得た愛 と広

い心の証拠だったからでした。

家庭で母親が福音の真理の証をくり

返 し述べることは，母親だけでなく家

族やそれを聞いた人々の生活の防壁 と

な ります。扶助協会の役員や教師たち

は神は体をもちたもう実在者であると

いう証を持ち，神と人との関係を理解

しているからこそ，この全世界にわた

る女性の組織は慈愛 （愛）をスローガ

ンに掲げているのです。 （１コリン ト

１３参照）

フランク・クレインはこう述べてい

ます。

月並みな慈善 とは， 物乞いの カンに小銭

を投げ入れ， 飢えた人 にパ ンを与え，裸 で

い る人 に衣を与え ることであ る。 本当の慈

愛 とは， 別名 を愛 と呼 ばれ る解，物乞い，

飢 え， 裸 にさせた状態を改 善 してや ること

で ある。 月並みな慈善 はかのバ ウンティフ

ル婦人の ように金持であれば 施 し を 与 え

る。愛 は生活保護を受 ける人な どな くな る

よ うな完全雇用法の制定に努力す る。 月 並

みな慈善 は， 物事をあ るがままに信心深 く

受 け入れ， 不幸な人 に援助の手を さし伸 べ

る。けれ ども， 本当の愛は議 会へ行 き，革

新す る。

慈善 は蝿を打つが愛は蝿を 生む堆 肥を移

させ る。 ． 一、

．慈善は マラ リヤ地帯 にキニーネを 与え る

が愛は低湿地をかわかす。

慈善 は戦地 に野戦病院をたて， 外科医 と

看 護娠を送 るが，、兄弟愛は停戦に向かわせ

る国際平和主義の確立 に奮闘する。

慈善 は悪い制度， 習慣を神の摂理であ る

と思い込み， 破滅を気づかいなが ら，さ し

た る改善 の努力 もな く働 く。 愛は，慣習 と

いう名 目のもとに守 られ， 人 々に受け入れ

られ あるいは否定 されてい る不正を悪魔の

なせ るわ ざと見な し， 雄々 しく 立 ち 向 か

う。

人 類 の持 つ 最 も良 い 資 質 は 援 助 や好

意 や 慈 善 を 当て にせ ず ，、公 正 な 機 会 と

平 等 な扱 い を望 む こ とで す。

ヘ ン リー ・ワ ーズ ワ ース ・ロ ング フ

ェ ロ ーは こ う言 って い ま す。

私のわずかな人生 が，他 人の誤 りを見 た

時，怒 るのでな く悲 しめ と教えて くれた。

罪を犯 し，‘苦難 に満 ちた一人 の貧 しい心 の

持 ち主の歴史をひ もとき，過 ぎ 去 っ た 苦

悩，誘 惑，短 かか った喜び，希望 と恐 れの

錯綜，欲 望の強制，友 人の離散 を 考 え る

時，私 は罪を憎んで友 を憎 むまい。

教 会 で の 管 理 役 員 の職 ， 会 社 で の 管

理 職 弁 護 士 あ るい は 軍 隊 で の 指 揮官

と して の 地 位 を 得 た 結 果 ，人 を裁 き，

詰 問 し， 決 あつ け る こ と も必 要 だ と感

じる こ とが あ り ます 。 そ の よ うな 場 合

で ， 同 僚 や 顧 問 が とが め られ て い る人

の生 活 や 罪 状 につ いて 微 に入 り， 細 に

わ た って 審 議 す る こ とを 主 張 した 時 ，

私 自身 は，．私 の人 生 が ス ラ イ ドを 通 し

て 写 し出 され るの を 想 像 して ，軽 率 な

判 断 を避 けて き ま した。 そ の よ う な

時 ， 私 は い くたび ， 「ち り」 が 「は り」

を お さ え， 「最 初 の石 」 を 投 げ よ う と

して ， 私 に そ の資 格 が ない こ と に気 づ

きや め た ことが あ るで し ょう。

Ｓ． Ｅ． キ ーサ ーの 想 像 に よ る と，

パ ラ ダ イ スで あ る 日，光 り輝 く二 人 の

天 使 が お互 い に反 対 方 向 か ら金 色 の通

りに沿 っ た現 珀 色 の歩 道 を 歩 い て きま

した。 二 人 は出 会 って ， お 互 い の 目を

見 つ め る と， 驚 い て 手 に持 って い た 琴

を 落 と し， 無 言 で 立 ちつ く して い ま し

た。 そ して ， 他 の天 使 た ちが 二 人 の 近

くま でや って 来 る と， 二 人 が 同 時 に，

「ね え
， ど うや って こ こ に 来 た ん だ

いゴ と言 う のが 聞 こえ ま した 。・

ベ ンジ ャ ミン ・ジ ョン ソ ン博 士 は ，．
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さらにつけ加えて， 「神様御自身は終

りの日まで人をお裁きにな らな い の

に， どうして私たちは来たのだろう」
　

ダンテはこう尋ねています。 「汝 ら，

死すべき体を持てる人よ，汝，いかに

裁 くかを心せよ」

扶助協会で責任を持つ人々は責任を

果たすにあたって，熱烈に狂信 しても
コぽ

感傷的に放棄 して もな りません。個人

の確信と人々の寛容な心を一致せて く

ださい。証の精神は兄弟愛を強調 して

いますか ら，他人の弱点や失敗を寛容

な気持で見ることができます。
ア

フ ィ リ ップス ・ブル ックス は そ の著

書 で 六 種 類 の 寛 容 を あ げ て い ま す。

第一， 全 く無関心の寛 容。 問題 にな って

い る発行物 も我々に 関係 がない とい う理 由

で無関心の寛容でい ることが あ ります。

第二， 政策，方 針に対 す る寛 容。人 や法

令 と争 って も得 るど ころか 失 うのを恐 れて

寛容でい ることがあ ります。

第三， やむをえない とい う寛容。敵 の占

領下にあ り， 抵抗 は無駄 と考えて寛容 であ

ることがあ ります。

第四，純 粋 に人を尊敬 す る寛容。人 が悪

意を抱 くことであ って もその 権利 を 尊 重
８ ９

し， ボル テールがヘルベテ ィオに宛 てた書

簡で記 してい るよ うに， 「私はあなため意

見に同意 しかね る。 けれ ども，その発言権

を奪 うことはできない」 ことを認 めた上 で

の寛容 を表わ します。

第五，精神 的共感 に基 く寛容。命題 が間

違 っていて も正 しい 目的を持 っている人 に

精神 的共 感を覚 えて，寛容 を表 わす ことが

あ ります。

第六，大 きな 目で真理 を見 た 場 合 の 寛

容。 真 理は人 一人 が真理 について抱 く老 え

以上の ものである ことを悟 れば， たとえそ

れが自分 だけの問題で あって も寛容 になれ

ます。

第マ か ら三 は良 くない寛容で あ り， 第 四

か ら六 は良 い意味で の寛容です。、 払

「真 の寛 容 とは
， 真 理 と人 へ の愛 か

ら．な って お り， 真 理 と人 を 愛 し 七 こ

そ，・完 全 な寛 容 が 形 成 され ， 人 々 に調

和 した生 活 を もた ら して き た」 と ブル

ッ クヌ は言 づて いま す 。 け れ ど も， こ

７９

れは容易に達成できることではありま

せん。

利己主義，どん欲，産児制限，離婚

率の上昇，家庭の破壊，少年非行，安

っぽい娯楽，怠惰， しつけの欠如の渦

巻 く現代において，根本的な価値を探

し求めたり，家庭が国家の基礎であっ

て，私たちは母親が牲格形成教育の教

師であるという事実に関心を寄せなく

てはなりません。女性は母親になって

こそその真価が発揮されることを国中

の若い女性に教えようではありません

か。福音の証を持つ女性は，家庭を築

く上で要求される落着きや威厳 も備え

ることができます。

母親とは扉に書かれた文字のような

ものであり，その扉をくぐって，霊が

死すべき人間の世界に入ってきます。

またそれは最も高い栄光に入場を許 さ

れるたあの母親の合いことばでもあり

ま しょう。

神の御子が頭を下げて扉をくぐり，

人間の女性を 「母」 と呼ばれた時，そ

の文字を神聖なものとし七たたえまし

た。すべての母親が神の御子の証を持

ち，御子 と共 に瞭いの業を行なうこと

はいかに大切で しようか。

マッケイ大管長はこう述べておりま

す。

母親は，神より与えられた創造 と犠

牲の徳を最も正 しく表わす唯一の人で

ある。母親たることは女性を死の淵に

追いやることもあるが，命の泉に立た

せ霊 にこの世の生命を与えるという業

を通 して創造主と共に働 くこともでき

る。芸術家は空想を現実化 し，詩人は

未知の考えを表わし，古い服をもっと

似合うものにする。技術者は砂漠を豊

かな野に変え，町や村を作 る。科学者

は新 しい元素を発見し，各種元素の組

合わせにより，発展または破壊する方

法をあみ出す。 これらすべては，多少

なりとも未知のものを明らかにする。

しかし，永遠の律法に従う母親は，創

．造の世界の第一位を占める不滅 の霊を

世にもたらす。 （福音の理想Ｐ．．６５６）

啓示により証を受けた人はすべて墓

啓示を与えたみたまの導きのもとに福

音を教 える権能を持ち，教えるよう委

任され，求められているのです。

ジーナ Ｙ．Ｃ．ブラウン姉妹の散

文詩 「高められた女性」をここで引用

したいと思います。

シオンの娘よ，母親よ

あなたは，その偉大な召 しに伴 う

三つの賜を持っている。

失ってはな らない

それは純潔と聖い目的という価い

なき真珠なのだから。

あなたは自分の立場を知 らな い の

か。

主はあなたを伴侶に与えたもうた

が，

あなたは伴侶の下ではな く傍に

立っていることを。

あなたは，高められた女性，

許すに早 く，あきらあるに遅い喚

あなたは女祭司，女王

ネ申に感謝せよ，

．あなたがこのように作ちれ，

女 として生まれたことを。「

１． フ ラ ソ シ ス ・べ ρ コ ソ （１５６１貿 １６２６）

英 国 の政 治 家 ， 科 学 者 ， 著 作 家 。

２． アル フ レ ッ ド ・テ ニ ソ ソ （１８０９～ １８９２）

英 国 の 詩 人

３． ロノミー ト ・ル イ ス ・ス テ イ戸ブ ソ ソ ソ

（１８５０～ １８９４） ス コ ッ トラ ）／ドの 小 説 家 ，

随 筆 家 ， 詩 人 。

４． ア ブ ラハ ム ・ リソ カ ー ソ （１８０９～ １８６５）

米 国 １６代 大 統 領 。

５． ラル フ 。ワル ドー ・エ マ ー ソ ソ （１８０３～ １８８２）

米 国 の 随 筆 家 ， 詩 人 ， 哲 学 者 。

６． ア リギ 戸 リ ・ダ ソテ （１２６５～ １３２１）

イ タ リアの 詩 人 。

７． フ ィ リッ プス ・ブ ル ッ クス （１８３５～ １８９３）

米 国 監 督 管 大 会 教 師 。

８． ボ ル テ ール （１６９４～ １７７８）

ジ ャ ソ ・フ ラ ソ ソ ワ ・ア ロエ の 雅 号， フ ラ

ソス の 著 作 家 ， 哲 学 者 。

９． ヘ ル ベ テ ィオ ・ク ロ門 ド ・ア ドリエ ソ ｒ

（１７１５～ １７７１） フ ラ ソス の 哲学 者 。



日曜 学校 のペー ジ

効果的な伝達方法

十二使徒評議員会

トー マ ス Ｓ． モ ン ソ ン

い 主 が ， 「そ れ ゆ え に ， あ な た が た は行 って， す べ て

救 の国民に教えよ」 との委任を与えられた時に，効果的

に伝えるということが非常に大切な責任 となりました。 この

時満ちたる神権時代に福音が回復 されて以来，喜ばしい知 ら

せを宣べるために，何百万 ドルという費用，計算できないほ

どの時間と絶えざる努力が費やされてきました。

教会は効果的に伝達するためにデゼレ ト新聞，インプルー

ヴメン ト エラ，その他教会の雑誌，ラジオ，テレビ，短波

放送等を駆使 してきました。

人々に手を差 しのべ，心を動かすという大きな責任は，個

人の立場で考えてみますと，もっとはっきりしてきます。以

下に，私達が目的を誤った場合のことを考えてみましょう。

次に引用するのは，デゼＬぐト新聞からの切 り抜 きです。

強盗殺人少年 ラスベガス発 （ＡＰ）

１６歳の少年が三人の銀行員連続殺人事件の真犯人 として

月曜日有罪の判決を受けた。

少年は銀行支配人および，現金出納係二名を射殺 した後，

３５，０００ドルを奪った。

この少年は８歳の時にバプテスマを受け，教会員 として確

認されていました。彼は日曜学校，初等協会に出席 し， アロ

ン神権者で した。少年の属 していたワード部の監督は， この

殺人事件の記事を読み，悲嘆にくれて，こう言 い ま した。

「私達はどこで伝達方法を誤ったのだろう」

伝達とは，単底ものを言ったり，聞いたりすることではあ

りません。歴史を通 じて，今日ほど多 くの人々が，世の中で

何が起 こっているかを知っている時代はありません。伝達 と

いう言葉には，意見と感情を交換 し，分ち合うという大切な

意味があります。 コミュニケーションという言葉はラテン語

のコムニコすなわち 「分ち合 うこと」に由来 しており， 「何

かを分ち合 う，または分けまえを与える」行為です。

ある定義によると，伝達 とは， 「他人に知 らせ，納得させ

る方法」 とされています。伝達能力は生まれつき持ち合わせ

ているようなものではなく，ある時には苦労 して，学びとる

ものです。

私達は敵の力に対抗 して戦いを挑んだり，教会員を福音の

原則に従 って生活 させホうと努力する時，伝達の問題にぶつ

かります。

人々をよく理解 しておられた主でさえ，伝達に関 して問題

を持っておられたことを聞 くと，私達はいささか安心できる

ような気がします。ある時，イエスは船か ら対岸に集 った大

勢の人々に向って話されました。話の中で，種まきのたとえ

話を引用 されました。話が終ると弟子達はこう尋ねました。
「「なぜ，彼 らに警でお話 しになるのですか』。そこでイエス

は答えて言われた，ｒあなたがたには，天国の奥義を知 る こ

とが許されているが，彼 らには許されていない。』」 （マタイ

１３：１０～１１）

そして，イエスはある人々の耳が聞こえず，目が見えない

と言われました。救い主は弟子達に向って， こう言われま し

た。 「しかし，あなたがたの目は見ており，耳は聞いている

から，さいわいである。」 （マタイ １３：１６）そして，その他
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いくつかのたとえ話を話 して説教を続けられました。

たとえ話は天の奥義を理解するために話 したと言われたの

で，恐 らく，弟子達は当惑 して，イエスの話を再び中断する

ことなどできなかったことでしょう。けれども，群衆が去る

と， 「弟子たちは，み もとにきて言った，ｒ讐を説明して く

ださい」」。 （マタイ １３：３６）

主が伝達の効果をあげるために繰返 し話 し，説明する必要

があると感 じておられたとしたら，私たちが一回で伝達がう

まくゆかないとしてもさほど落胆する必要はない と思 い ま

す。

伝達の効果をあげるには， うまく動機づけをする必要があ

ります。指導者はまず自分自身を教育 し，情熱を燃やし，教

え （伝達 し）たいと望んでいる技術を完全に身につけていな

ければなりません。そして，絶えず心を主題に向け，それを

人々も分ち合うまで続けるべ きです。 これが，最 も効果的に

動機づけをする方法です。

効果的な伝達には常に三

つの要素すなわち，明瞭，

簡潔，確実が含まれている

ものです。

１． 表現を明瞭にする。

明瞭の第一原則は，明確

な目標 または目的を持つ，

つまり伝達を通 じて何を達

成 したいかを知 る こ とで

す。自分自身のうちにこの

目標をはっきりしておかな

い と， 聞 く人 々 は そ れ を理 解 しな い で しょ う し， 動 機 づ け ら

れ る こ と も ない で し ょう。

明 瞭 を 期 す る ため の も う一 つ の 方法 は， 例 を用 い る こ とで

す 。 言 葉 の 意 味 は人 によ って ま ちま ちで す か ら， 例 を使 って

さ らに限 定 す る と有 効 で す 。

例 の 一 つ に た と え話 の よ うな，言 葉 と行 な い によ る方 法 が

あ ります 。 イエ スは ほ と ん どい つ もた とえ話 を 用 い て教 え ら

れ ま した。 イ エス が あ ま りたび た び この教 え方 を用 い るの で

福 音 書 に は， 「讐 に よ らない で は語 られ な か った」 （マル コ

４：３４） と記 され て い る個 所 が あ りま す。

イ エ ス は， た と え話 は聞 く人 の 信 仰 と知 力 の程 度 に合 わ せ

８１

、

て宗教上の真理を伝えることができるので，教えにたとえ話

を用いたと述べておられます。教育のない人々にとって，た

とえ話は物語 としての興味 と教えのもつ意味とを備えていま

した。霊的な人々にとっては，天の王国の奥義や秘密を含め

た多 くの事柄が伝えられます。 このように，たとえ話は単純

な人 にも学問のある人にも適 しており，日常の事柄の中か ら

神聖な真理をすべての人

々に教えるものです。

考えを表わすために主

は似かよったたとえ話を

されま した。それを比較

してみま しょう。

「一人の亡びるのは，

全国の民の信仰がなくな

って亡びてしまうよりは

よ い」 （１ニ ー フ ァイ ４：１３）

「わ た しにつ い て きな さい
。 あ な た が た を， 人 間 を と る漁

師 に して あげ よ う」 （マ タイ ４：１９）

「あな たが たの 光 を 人 々 の 前 に輝 か し
， そ して， 人 々 が あ

な た が た の よ い お こな い を 見 て， 天 に い ま す あ な た が た の父

を あ が め るよ う に しな さい」 （マ タイ ５：１５）

「あな た が た は そ の 実 に よ
って彼 らを 見 わ げ る の で あ る」

（マ タイ ７：２０）

実 例 の 引 用 には ， 教 え る事 柄 を は っ き り させ ると い う も う

一 つ のす ば ら しい 効 果 が あ りま す
。 実 在 の人 々 や， 人 々 の経

験 に基 づ い た 話 に 自分 を お きか え て 考 え る こ と は， 簡 単 で

す 。 主 は しば しば この テ ク ニ ックを 用 い られ ま した。 未 亡 人

の寄 付 の話 で ， 主 は本 当 に与 え る とい う こ と につ い て教 え て

お られ ます 。 「… … あ の貧 しい や もめ は だ れ よ り もた くさん

入 れ た の だ。 これ らの人 た ち はみ な ， あ りあ ま る中 か ら献金

を投 げ入 れ たが ， あ の婦 人 は， その 乏 しい 中 か ら， 持 って い

る生 活 費 全 部 を入 れ たか らで あ る」 （ル カ ２１：３～ ４）

は っ き りさせ る に は， 実 話 を 話 す こ とが 最 も秀 れ た 方 法 で

す。

言 葉 と行 な い を用 い た例 の も う一 つが ， 実 際 に行 な って み

せ るデ モ ンス トレー シ ョンで す。 特 に， 機 械 的 な技 術 を習 得

させ る場 合 に効 果 が あ りま す。 視 覚 教 材 の効 果 的 な利 用 法 ，

運 動競 技 の技 術 ， ワー ド部 神 権 役 員 会 の進 め方 な ど は この 方



法で説明できます。

「百聞は一見にしかず」 ということわざがありますが， こ

れを証明する例はたくさんあります。たとえば，母親が子供

に祈 りを教える場合などがあります。

実物を見せることは，述べようとすることをはっきりさせ

る一つの方法です。これ らの実物は周囲の情況や日常の中か

ら求めるか，情況に合わせて話者が作成 したものであるべき

です。

２． 話は簡潔に。

簡潔 とは，少ない言葉で多 くを表わすことです。一つの考

えを伝えるたあに費やす時間の長短は，主題の複雑さと聴衆

の知識の程度によります。げれども，各々の単語，文章，節

に意味を もたせ，目的と関連 していてこそ，伝達はその効果

があがるのです。

簡潔な話をする上でのポイン トをあげてみま しょう。

ａ．研究と調査をし，話す価値のある資料を得る。

ｂ．文章の形や良 し悪 しにとらわれずに，考えが浮かんだ』

ら紙に書 く。

ｃ．考えを論理的に まとめる。 ある場合には， 要点， 理

由，例証，要点といった論理的な公式に資料をあてはめ

た方が良い。

ｄ．適用 しにくく礼を失するような考え，例，ユーモアを

避ける。全員の注意を換起することが困難なため，全 く

不適切であっても興味をひ くだけの資料を話題に入れる

人がいる。

ｅ．演題と内容が決まったら，各文章を必要最少限の言葉

におさえる。

３． 教えた事が学ばれたことを確かめる。

聞きか じり，間違った解釈，言葉の意味のとり違いが誤解

を生みます。ですから，誤 った表現 の 検 討， フィー ドバッ

ク，訂正方法をわきまえておくことが大切です。ある労働折

衝担 当者が労使争議で血がのぼった頭を冷やし，交渉を円渡

にする方法を見つけました。労使の代表者はお互いに相手が

納得できるように相手の意見を説明するまで，自分の意見を

言ってはならないという規則を決めたので した。

私たちはベンジャミン王と民の模範 に注目し，従うべきで

す。

「さて，ベンジャミン王は以上のように話 し終ってから，

民がはたして自分の言葉を信ずるかどうかを知 りたいと思っ

て使者を民の中につかわした。すると民は口をそろえて言っ

た 「まったく，われらは王の言われた言葉をみな信 じ，また

その言葉が確に真実であることを知 っている。それはわれら

の心を非常に改めさせ，悪を行う性質をなくして常に善を行

う望みを与えたもうた全能の主の 〔みたま〕に由 るの で あ

る。』」 （モーサヤ ５：１～２）

主は予言者を通 して伝達技術の大切さを述べ られ玄した。

また，伝達の効果をあげる一要因として，霊性の必要なこと

を強調されました。

心を開いて，正直でありなさい。私たちは大切な霊を扱っ

ています。 誰弁 を ろ う

し， 不 適 切 な技 術 を駆 使

す る人 は天 国 に は いれ ま

せ ん。 パ ウ ロは， 「愛 に

あ っ て真 理 を語 る」 （エ

ペ ソ ４：１５） こ とに よ っ

て伝 達 しな さい と， 会 員

た ちを励 ま して い ま す。

言 葉 で で きな い こ とが 感

情でできる場合があります。ですか ら私たちは愛と関心を人

に伝えるべきです。 「この ｒみたま』は，信仰の祈 りにより

て汝 らに与えられる。而 して汝 らもし 「みたま」を受けざる

時は教 うべからず」 （教義 と聖約 ４２：１４）

モーセがイスラエルの民を束縛から開放するよう召された

時，彼は自分の弱点が話すことまたは伝えることであるのを

知っていま した。モーセは主のみたまと共 にあり ま した の

で，主は，何度かモーセを励まされた後，アロンを代弁者と

して与えられました。 しか し，アロンに指導する責任が与え

られたのでなく，話すこと以外の指導力を持っていたモーセ

に責任が与えられました。これ らは共に使命を果すに必要な

ことで した。 （出エジプ ト４：１０）

パウロは私たちが人々に 「その徳を高め，彼を励まし，慰

める」よう話すには，みたまの賜物を求めなくてはならない

と忠告 し， さらに明瞭であることは異言の賜物以上に大切で

あると説いています。 「また， もしラッパがはっきりした音

を出さないなら，だれが戦闘の準備をするだろうかゴ （だれ

が動機づけられるだろうか） 「それと同様に， もしあなたが
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「

たが異言ではっきりしない言葉を語れば，どうしてその語 る

ことがわかるだろうか。それでは，空にむかって語っている

ことになる。」（１コリント１４：３～３参照）

私たちが主の導きにゆだねて，伝達技術を伸ばそうとする

ならば，主はふさわしい時に，私たちが信頼を受け，聞こう

とする雰囲気の中で正 しい人々に向かって，謙遜になり自分

自身を表現できるよう助けてくださいます。伝達技術に霊性

が伴 うならば，主は主の僕 らを通 じて目的を達成され玄す。

新 しくバプテスマを受けた何十万という教会員と，彼 らに

福音を教えた多 くの宣教師が，効果的な伝達の生きた証 し人

なのです。 、

ある春の一日，真理を知 りたいと心か ら願う一人の謙遜な

若者が天父とまみえることを求めました。そして，栄光に満

ちた示現と天父の声が聞こえました。 「こはわが愛する子 な

り，彼に聞け」主の御言葉と，その答えであ る少 年 ジョセ

ブ ・スミスの信仰あふれる奉仕と犠牲 とは，最もすばらしい

伝達で した。

私たちが効果的な伝達を行なおうと自らの備えをなす時，

このうるわ しい模範に従って考え，行動できますように。

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲
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） ｒ

へ
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Ｊ Ｊ
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三 月 聖 餐 の 聖 旬

大人 日曜学校

「永 遠 の命 と は
， 唯 一 の， ま こと の神 で い ます あ なた と，

ま た， あ な たが つか わ され た イエ ヌ ・キ リス トとを 知 る こ と

で あ ります 」 （ヨハ ネ １７：３）

子供 日曜学校

「も しあ な た が た が わ た しを愛 す る な らば
， わ た しの い ま

しめ を 守 るべ きで あ る」

（ヨハ ネ １４：１５）
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伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん。

あ なたが た 日本 の教 会員 は なん

とすば ら しい時 を迎 えた ことで し

ょう。主 の使 徒が ， 日本 に主 の時

が訪 れ ると言 われ て， 数 々の チ ヤ

レンジが な され， 目標 が設 定 され

た の はつい最近 の こ とで した。 今

や私 た ち はその開 かれ ゆ くすば ら

しい時間 表 を見 て い ます。 なん と

見 事 にす べ ての ことが繰 り広 げ ら

れ てい くこ とで しょう。 目の前 に

あ る美 しいバ ラのつ ぼみの よ うに

それ はほ ころび始 め てい ます。 わ

ず か２０カ月前， 日本 には一 つ の伝

道 部 しかあ りませ んで した。 その

後 二 つ の伝 道部 が で き， 今 や四 つ

の伝道 部 と一 つ の ステ ーキ部 にな

ろ うと して い ます 。 一体 だ れが主

日本伝道部長

ウ オ ル ター Ｒ ビル ス

の御 手 を と どめ るこ とがで きるで

しょうか。

私 は予言 の成 就 を眼 の あた りに

してい る ことを皆 さん と共 に喜 ん

で い ます。 私 が宣 教師 と して ハ ワ

イに伝道 してい て， モル モ ン経 か

ら学 ん だ将来 起 こ るべ き事 柄 につ

い て語 りあ った のは そ う昔 の こ と

で はあ りませ んで した。 現在 ，数

々の予言 を振返 って み ると， 今 日

が ま さ し く予言 の成 就 の 日で あ る

こ とが わか るので す。 日本 にで き

るス テー キ部 は ほん の始 ま りに過

ぎ ませ ん。聖徒 た ちが 自らを とと

の えて，福 音 に成長 し， 指導権 を

もつ につ れて， ステ ーキ部 は急 速

に二 つ にな る ことで しょう。

神 の業 は私 た ちの前 に備 え られ

ま した。 私 た ちの は らか らが大阪

の モル モ ン館 に 臨んで 映画 や展示

を見 ると， 心 中 にあ る数 々の疑問

が解 け， また多 くの質問 が心 に浮

んで くるで しょう。 み な さん が教

会 員 につ いて尋 ね られ る時 には，

必 ず彼 らが福音 を 聞 きない のだ と

い う確 信 を も って答 えな けれ ばな

りませ ん。 また ジ ヨセ ブ ・ス ミス

が神 の予言者 で あ り， モ ルモ ン経

を翻 訳 した こと，天 父な る神 とイ

エ ス ・キ リス トと会 った ことを必

ず証 して くだ さい。 も しみな さん

が 弱い と感 じるな ら， 強 くな るよ

うに祈 って くだ さい。福 音 が真 実

で あ る とい う証 をすれ ばす るほ ど

あなた は強 くな るので す。

私 は イ エス ・キ リス トの福 音 を

証 しで き， 現在 みな さん と共 に こ

の 日本 の地 にい る ことがで き ます

ことを，心 か ら深 く感謝 い た しま

す。

あ らゆ る人 々に驚 嘆 すべ き主 の

御 業 を知 らせ るた めに，私 たちが

主 の特 別 な しもべ と して共 に働 く１、

ことがで きます よ うに，私 たち は、

言 葉 だ けで な く行 ない によ って証．

を し， 天父 に近 い生活 を しま し ょ

う。

主 の祝福 がつ ね にみな さん と共．

に あ ります よ う心 か らへ りくだ っ

てお祈 りいた します。
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我 々はみな，人生に焦燥 と挫折のあることを知 っている。時々，悩み「，失望 し，

不 満 を抱 く時 に ，平 安 と目的 意 識 ， 心 の 落 着 き を失 う。 これ らの挫 折 感 は次 の よ う

な時 １こます ます 深 くな る。』 日々 が速 く過 ぎ去 り， なす べ き こ とを な し終 え ず ， 時 に

追 わ れ ， そ れ を使 い果 た し， あ わ て ふ た ゆ く己 を見 る時 に， ま た追 いつ き とり も ど

す 努 力 の際 に ，能 率 が上 っ た り，下 っ た り，・や り過 ぎて よ ろ め く時 に ，時 に は 示気

で ， や り過 ぎる こ とが 多 く， ま た時 に は意 気 消 沈 して ， な し終 え ぬ こ と も多 い の を

見 る時 に。 そ こ ぞ今 日 ，我 々 は 自 ら求 め ，無 限 で永 遠 な 人 生 の可 能 性 を信 じて ， 落

着 き と平静 ，忍 耐 と熟 慮 ， 目的 を再 び思 い起 こす こ と を願 う。 我 々 す べ て が過 去 を

振 り返 り？現 在 を直 視 し，最 ’も永 続 す る価 値 の あ る もの に 目 を向 け る時 ，信 仰 と共

に ，悔 改 め ，理 解 ， 慈 悲 ，許 しの 必 要 を感 じる。 お お神 よ ， 誠 実 に生 き， 人 生 の

道 を見 出 そ う と して い る他 人 へ の 悪 意 の み な ら ず ，悪 に対 して悪 で報 い る無 益 さ を

知 ら しめ た ま え。 愛 す る者 に さ ら に愛 と親切 を示 し，他 人 を もっ と あ わ れ み ， も っ

と正 直 に ， もっ とお だ や か に批 評 し， もっ ど己 れ を も許 せ る よ う に な した ま え。

我 々 が進 歩 し，悔 改 め ，他 人 を許 し， 主 の戒 め を守 り，健 康 の 法 則 ，幸 福 の 法 則 ，

実 に人 生 の法 則 に従 っ て生 き る時 に ， こ の よ う に お だ や か に ， 誠 実 に生 きセ ， 己

れ を も許 す こ とが で き る時 に ，神 が 生 き た ま い ，生 命 と愛 す る者 の存 在 が 永 遠 で あ

り，神 の律 法 と力 と 目的 が す べ て に 及 ぷ こ と を知 ら しめ ， か く して信 仰 と平安 とを

見 出 させ た ま え。 ・

『来 「ス ポ ー ク ン ・ワ ー ド」 １９６９年 ８月１０日
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